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図 2　 帝都十景手拭 
「東京駅」

図 3　 帝都十景手拭 
「日比谷公園」

図 4　 帝都十景手拭 
「清洲橋」

図 5　 帝都十景手拭 
「水の隅田公園」

図 6　 帝都十景手拭 
「地下鉄道」

図 1から 21は全て豊田コレクション所蔵（図 1、11、12、14、21は本文中挿図）
本文掲載大久保論文「豊田コレクションにみる戦時体制と手拭い制作―物資統制の意匠と制作への影響―」参照
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（
二
）図 10　 京のひとゝせ 

「祇園会山鉾」

図 7　 京のひとゝせ 
「十日戎　福笹」

図 9　 京のひとゝせ 
「藤森祭の駈馬」

図 8　 京のひとゝせ 
「南座の顔見世」
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参考図　 中島荘陽画『都年中行事画帖』 
「顔見世」

（国際日本文化研究センター所蔵）



（
三
）

図 13　「凱旋記念　禮羽村青年団」

図 15　「日の丸、地球に飛行機」

図 17　「堅忍持久」

図 18　 「協心戮力」
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四
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図 19　「防諜　知るを自慢に話すな秘密」

図 20　「加藤伍株式会社」

（滲み部分拡大図）

図 16　「一億一心」（左下角　端ミシン跡拡大図）
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は
じ
め
に

一
、
手
拭
い
の
意
匠
に
み
る
「
戦
争
」
―
日
露
戦
争
か
ら
戦
没
者
慰
霊
ま
で

二
、
綿
製
品
統
制
の
進
行
と
手
拭
い

三
、
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
戦
時
体
制
の
手
拭
い
制
作
へ
の
影
響

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
手
拭
い
な
ど
の
制
作
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た 

豊
田
満
夫
氏
に
よ
り
蒐
集
さ
れ
た
、
手
拭
い
、
浴
衣
、
風
呂
敷
等
木
綿
染
織
の
個

人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
一
万
点
を
越
え
る
手
拭
い
で
あ
る
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
手
拭
い
は
単
に
点
数
が
多
い
だ
け
で
は
な
く
、
幕
末
期
か
ら
現

代
に
至
る
極
め
て
幅
広
い
性
格
の
作
例
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
挨
拶
や
記

念
の
配
り
物
、
創
作
意
匠
と
染
め
の
美
を
追
究
し
た
美
術
手
拭
い
な
ど
、
一
般
商

品
以
外
の
蒐
集
に
特
徴
が
あ
る
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
は
、
従
来
研
究
の
進

展
が
遅
れ
て
い
る
近
代
の
注
染
技
法
と
手
拭
い
意
匠
の
展
開
、
ま
た
手
拭
い
の
制

作
と
受
容
な
ど
に
つ
き
様
々
な
知
見
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
つ
。

　

筆
者
は
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
、
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
調
査
を
行
う
機
会

を
得
て
、
展
覧
会
開
催
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
戦
後
七
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
一
五

年
夏
、
七
月
二
二
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
東
京
和
晒
創
造
館
で
開
催
さ
れ
た

「
庶
民
の
暮
ら
し
と
戦
争
展
―
手
拭
い
、
風
呂
敷
か
ら
振
り
返
る
」
の
展
示
構
成

検
討
に
参
加
し
、
手
拭
い
お
よ
び
木
綿
の
物
資
統
制
に
関
わ
る
展
示
解
説
を
担
当

し
た
。
本
稿
で
は
、
日
中
戦
争
開
戦
以
降
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
手
拭
い
を
中
心

に
、
こ
の
展
覧
会
で
と
り
あ
げ
た
手
拭
い
の
性
格
と
位
置
付
け
を
改
め
て
検
討

し
、
昭
和
前
期
か
ら
戦
中
期
に
か
け
て
の
手
拭
い
制
作
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
を

把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
特
に
手
拭
い
の
意
匠
に
反
映
さ
れ
た
制
作
背
景
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
の
「
輸
出
入
品
等
ニ
関

ス
ル
臨
時
措
置
法
」
公
布
以
降
の
綿
製
品
に
関
わ
る
物
資
統
制
の
進
行
の
中
に
位

置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
時
体
制
が
手
拭
い
制
作
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
え
て

み
た
い
。

　

本
稿
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
「
庶
民
の
暮
ら
し
と
戦
争
展
」
の
展
示
概
要
を
紹

介
し
て
お
く
。
本
展
で
は
、
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
昭
和
の
満
州
事
変
か
ら
日

中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
の
時
期
の
制
作
と
み
ら
れ
る
武
器
や
軍
隊
、
侵
略
構
想
を

示
す
絵
柄
や
戦
時
体
制
に
か
か
わ
る
標
語
が
染
め
出
さ
れ
た
手
拭
い
、
ま
た
綿
製

豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
戦
時
体
制
と
手
拭
い
制
作

―
物
資
統
制
の
意
匠
と
制
作
へ
の
影
響

―

大
久
保
　
尚
子
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品
の
統
制
の
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
手
拭
い
を
中
心
に
、
あ
わ
せ
て
日
露
戦
争
に

か
か
わ
る
も
の
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
兵
士
の
除
隊
記
念
な
ど
の
配
り
物
と
し

て
制
作
さ
れ
た
も
の
等
を
選
び
、
物
資
統
制
に
関
わ
る
浴
衣
反
物
等
の
資
料
、
戦

争
に
関
わ
る
意
匠
の
風
呂
敷
と
と
も
に
展
示
し
、
人
々
の
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う

に
「
戦
争
」
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
示
す
こ
と
を
目
指
し
た
。
展
示
構
成
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

1
．
昭
和
前
期
―
手
拭
い
文
化
の
洗
練　

　
　
　

2
．
日
露
戦
争
時
代
の
手
拭
い

　
　
　

3
．
凱
旋
記
念
、
除
隊
記
念
の
手
拭
い

　
　
　

4
．
出
征
兵
士
を
送
る

　
　
　

5
．
手
拭
い
に
み
る
戦
争
と
暮
ら
し

　
　
　

6
．
木
綿
製
品
物
資
統
制
関
係
資
料

　
　
　

7
．
戦
争
を
振
り
返
る

　
　
　

8
．
戦
争
を
語
る
風
呂
敷

〔
展
示
資
料　

手
拭
い　

五
九
点
／
風
呂
敷　

四
〇
点
／
浴
衣
反
物　

七
点

そ
の
他　

配
給
綿
布
購
入
票
、
衣
料
切
符
、
東
京
織
物
自
制
価
格
表　

な
ど
〕

　

こ
こ
で
近
代
の
手
拭
い
の
用
途
や
素
材
、
染
め
技
法
等
を
概
観
し
て
お
く
。
手

拭
い
は
、
晒
木
綿
を
染
め
て
一
本
九
〇
セ
ン
チ
あ
る
い
は
一
〇
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に

切
っ
た
も
の
で
あ
り
、
手
拭
き
や
入
浴
用
の
ほ
か
、
簡
易
な
被
り
物
、
袢
纏
等
の

裏
地
代
わ
り
、
そ
の
他
、
様
々
な
用
途
に
使
い
回
す
こ
と
も
で
き
る
重
宝
な
生
活

必
需
品
で
あ
っ
た
。
染
め
上
が
っ
た
も
の
を
販
売
す
る
商
品
と
、
注
文
者
が
意
匠

を
指
定
し
て
誂
え
る
別
注
品
が
あ
る
。
手
拭
い
の
誂
え
制
作
は
特
殊
な
こ
と
で
は

な
く
、
商
店
や
企
業
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
も
、
年
始
を
は
じ
め
と
す
る
挨
拶
、
記

念
の
品
と
し
て
贈
り
主
の
名
を
染
め
た
「
名
入
れ
手
拭
い
」
を
制
作
し
配
り
物
と

す
る
慣
習
が
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
は
広
が
っ
て
い
た
。一
例
と
し
て
昭
和
初
期

の
手
拭
店
の
自
店
用
手
拭
い
を
示
す（
白
井
手
拭
店
手
拭
い　

注
染　

細
川　

図
1
）。

誂
え
手
拭
い
の
意
匠
は
雛
形
か
ら
選
ぶ
場
合
も
あ
る
が
、
注
文
者
が
創
案
に
関
与

す
る
こ
と
も
あ
り
、
摺
物
あ
る
い
は
広
告
図
案
に
も
一
脈
通
ず
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

の
あ
る
も
の
、
判
じ
物
風
の
遊
び
の
あ
る
も
の
、
眺
め
て
楽
し
め
る
も
の
な
ど
多

様
な
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
言
葉
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
重
き
を
置

い
た
文
字
主
体
の
意
匠
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
手
拭
い
意
匠
の
一
つ
の
特
徴
で
あ

る
。
手
拭
い
地
は
明
治
期
以
降
発
達
し
た
両
面
型
染
め
技
法
で
あ
る
注
染
に
よ
り

染
め
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
以
来
の
技
法
で
あ
る
長
板
中
形
が
生
地
の
両
面
に
順
次

糊
置
き
し
て
藍
で
浸
染
す
る
の
に
対
し
、
注
染
で
は
型
付
け
工
程
が
簡
略
化
さ
れ

生
地
を
屏
風
畳
み
に
し
な
が
ら
糊
置
き
し
、
型
付
け
後
の
畳
ん
だ
生
地
の
上
か
ら

染
料
を
注
ぐ
。
こ
の
手
法
は
効
率
的
な
だ
け
で
な
く
、
多
色
の
差
し
分
け
や
ぼ
か

し
等
長
板
中
形
と
は
異
な
る
技
を
生
ん
だ
。
大
正
後
期
か
ら
注
い
だ
染
料
を
急
速

吸
引
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
導
入
さ
れ
て）

1
（

、
染
め
上
が
り
が
向
上
し
、
創
作
意

匠
を
楽
し
む
趣
味
の
手
拭
い
、
美
術
手
拭
い
の
文
化
が
花
開
い
た
。
後
掲
の
「
帝

都
十
景
手
拭
」
や
「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
（
図
2
か
ら

図
11
、
第
一
節
1
．
昭
和
前
期
―
手
拭
い
文
化
の
洗
練
参
照
）。

　

同
時
に
展
示
し
た
風
呂
敷
も
基
本
的
に
は
物
を
包
み
運
ぶ
た
め
の
生
活
の
道
具

図 1　「御印入手拭タ
オル風呂敷の御用命は
電下八五七番」白井手
拭店　以下、参考図を
除き図は全て豊田コレ
クション所蔵
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で
あ
る
。
実
用
向
け
に
は
木
綿
地
が
用
い
ら
れ
た
が
、
近
代
に
多
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
絹
地
、
モ
ス
リ
ン
地
風
呂
敷
に
は
着
物
同
様
に
型
友
禅
技
法
が
導
入
さ

れ
、
凝
っ
た
意
匠
が
染
め
ら
れ
た
。
戦
前
期
ま
で
の
手
拭
い
と
風
呂
敷
は
と
も
に

生
活
用
品
で
あ
る
と
同
時
に
意
匠
を
楽
し
む
美
術
染
織
の
側
面
を
持
つ
。
た
だ
し

戦
時
体
制
の
影
響
と
い
う
点
で
は
些
か
異
な
る
様
相
を
み
せ
る
。
輸
入
原
料
に
依

存
し
て
い
た
綿
製
品
の
製
造
は
、
日
中
戦
争
開
戦
後
、
早
期
に
物
資
統
制
策
の
対

象
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
晒
木
綿
を
注
染
で
染
め
る
手
拭
い
は
、
絹
地
の
風
呂
敷

や
着
物
と
は
異
な
る
制
作
環
境
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

服
飾
と
戦
争
の
関
係
に
関
し
、
乾
淑
子
氏
に
よ
り
着
物
や
羽
裏
等
に
み
え
る

「
戦
争
柄
」
の
事
例
調
査
を
通
し
大
衆
間
の
戦
争
イ
メ
ー
ジ
生
成
と
受
容
に
関
す

る
考
察
が
重
ね
ら
れ
て
い
る）

2
（

。
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
風
呂
敷
に
も
同
氏
が
指
摘

さ
れ
る
「
戦
争
柄
」
類
型
に
当
て
は
ま
る
地
図
、
陸
海
軍
モ
チ
ー
フ
、
軍
歌
等
の

意
匠
が
見
出
さ
れ
る）

3
（

。
一
方
、
手
拭
い
意
匠
は
布
面
の
大
き
さ
や
技
法
の
違
い
か

ら
、
元
来
着
物
や
風
呂
敷
と
異
な
る
傾
向
を
持
つ
が
、
意
匠
の
問
題
を
検
討
す
る

上
で
も
戦
時
下
の
物
資
統
制
と
制
作
（
創
案
を
含
む
意
匠
調
整
と
加
工
の
管
理
）

の
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
昭
和
初
期
に
は
前
述
の
よ
う
に
注
文

者
が
意
匠
を
指
定
す
る
誂
え
手
拭
い
や
創
作
意
匠
を
楽
し
む
趣
味
の
手
拭
い
制
作

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
多
様
な
制
作
が
可
能
な
環
境
は
、
物
資
統
制
下

に
ど
こ
ま
で
維
持
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
前
述
の
展
示
資
料
の
う
ち
日
中
戦
争
以
降
の
戦
時
下
に
制
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
手
拭
い
に
焦
点
を
あ
て
、
第
一
に
意
匠
の
特
徴
か
ら
制
作
背
景

を
検
討
し
た
上
で
、
第
二
に
綿
製
品
統
制
関
係
の
法
令
と
施
行
要
件
を
確
認
し
、

第
三
に
物
資
統
制
が
手
拭
い
制
作
自
体
と
意
匠
の
あ
り
方
に
与
え
た
影
響
を
考
え

て
み
た
い
。
制
作
事
情
が
確
認
で
き
る
場
合
を
除
き
、
手
拭
い
の
制
作
期
は
意

匠
、
素
材
、
技
法
の
特
徴
か
ら
推
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
綿
製
品
統
制
状
況
の
把

握
は
作
例
の
制
作
時
期
推
定
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
な
お
右
の
よ
う
な

目
的
の
た
め
、
本
稿
の
検
討
対
象
は
「
戦
争
柄
」
に
は
限
定
さ
れ
な
い
。

一
︑ 

手
拭
い
の
意
匠
に
み
る﹁
戦
争
﹂ 

　

︱
日
露
戦
争
か
ら
戦
没
者
慰
霊
ま
で

　

以
下
で
は
「
庶
民
の
暮
ら
し
と
戦
争
展
」
に
お
け
る
手
拭
い
関
係
の
展
示
（
前

述
1
．
か
ら
7
．）
の
概
要
紹
介
を
通
し
て
物
資
統
制
に
至
る
前
後
の
手
拭
い
制

作
の
状
況
を
と
ら
え
、
特
に
昭
和
の
戦
時
体
制
、
物
資
統
制
と
関
わ
る
主
要
な
作

例
の
制
作
背
景
に
つ
き
主
と
し
て
意
匠
の
特
徴
か
ら
検
討
を
加
え
る
。
な
お
展
示

し
た
手
拭
い
等
の
一
覧
を
別
表
（
二
七
、
二
八
頁
）
に
示
し
た
。

　
　
　

1
．
昭
和
前
期
︱
手
拭
い
文
化
の
洗
練

　

コ
ン
ッ
プ
レ
ッ
サ
ー
の
導
入
に
よ
り
注
染
技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
大
正
末

か
ら
昭
和
初
期
に
は
手
ぬ
ぐ
い
の
意
匠
も
繊
細
に
な
り
、
連
作
物
の
趣
味
の
手
拭

い
や
、
手
拭
い
頒
布
会
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）

七
月
に
は
日
中
戦
争
に
突
入
し
、
翌
一
三
年
（
一
九
三
八
）
か
ら
綿
製
品
の
統
制

が
始
ま
る
。
わ
ず
か
数
年
の
間
の
社
会
の
激
変
、
手
拭
い
制
作
を
め
ぐ
る
状
況
の

変
化
を
示
す
た
め
に
、
昭
和
前
期
の
手
拭
い
の
洗
練
と
モ
ダ
ン
都
市
文
化
の
様
相

を
伝
え
る
連
作
手
拭
い
「
帝
都
十
景
手
拭
」（
三
越
制
作
）、
統
制
前
に
出
さ
れ
た

趣
向
を
凝
ら
し
た
連
作
手
拭
い
を
統
制
後
に
再
制
作
し
た
「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」

（
細
辻
伊
兵
衛
商
店
制
作
）
を
と
り
あ
げ
た
。

　

・「
帝
都
十
景
手
拭
」（
昭
和
初
期　

注
染　

差
し
分
け
）

　

関
東
大
震
災
を
経
て
、
近
代
都
市
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
昭
和
初
期
の
東
京
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名
所
風
景
を
テ
ー
マ
と
し
た
十
枚
組
手
拭
い
で
あ
る
。
た
だ
し
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所

蔵
品
は
一
枚
欠
け
て
い
る
。
三
越
の
店
章
○越
印
の
付
い
た
文
庫
（
厚
紙
製
の
覆

い
）
を
伴
い
、
各
手
拭
い
の
隅
に
も
「
○越
染
」
も
し
く
は
「
○越
製
」
と
染
め
ら

れ
、
三
越
の
制
作
と
わ
か
る
。
文
庫
の
ラ
ベ
ル
に
は
三
越
百
貨
店
玄
関
の
青
銅
の

ラ
イ
オ
ン
像
、
震
災
後
改
修
し
た
三
越
本
店
（
昭
和
一
〇
年
完
成
）
を
彷
彿
さ
せ

る
装
飾
を
抑
え
た
白
い
ビ
ル
、
雲
間
に
望
む
富
士
の
イ
ラ
ス
ト
を
背
景
に
、
モ
ダ

ン
書
体
で
「
帝
都
十
景
手
拭
」
の
題
が
印
字
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
手
拭
い
に
は

題
材
に
ち
な
む
意
匠
の
飾
り
枠
の
中
に
題
名
が
染
め
ら
れ
て
い
る
。
題
材
に
注
目

し
、
全
体
の
主
題
と
制
作
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
「
東
京
駅
」
図
2　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
竣
工
し
た
東
京
駅
駅
舎
を
南

ド
ー
ム
側
か
ら
と
ら
え
る
。
駅
前
の
自
動
車
、
手
前
に
配
し
た
お
濠
端
の
木
立
と

街
灯
が
都
市
の
空
気
感
を
伝
え
る
。

　
「
日
比
谷
公
園
」
図
3　

日
比
谷
公
園
み
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
鶴
の
噴
水
の
風
景

を
と
ら
え
る
。
日
本
初
の
近
代
式
公
園
、
日
比
谷
公
園
は
、
明
治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）
開
園
以
来
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
本

作
と
は
別
に
鶴
の
噴
水
を
同
じ
角
度
か
ら
と
ら
え
た
三
越
製
手
拭
い
が
あ
り
、
そ

ち
ら
に
は
本
作
に
は
な
い
帝
国
議
事
堂
（
昭
和
一
一
年
竣
工
）
が
遠
景
と
し
て
配

さ
れ
て
い
る
。
本
作
が
帝
国
議
事
堂
竣
工
後
の
製
作
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
日
比
谷

公
園
」
に
描
き
込
ま
れ
る
か
、
議
事
堂
自
体
が
十
景
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
「
歌
舞
伎
座
」　

江
戸
時
代
以
来
の
手
拭
い
の
基
本
構
図
、
半
染
め
（
丈
の
半
ば

ま
で
地
染
め
す
る
）
と
し
、
白
地
に
は
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
落
成
の
歌
舞

伎
座
を
、
地
染
め
部
分
に
は
江
戸
歌
舞
伎
の
古
典
、
市
川
団
十
郎
の
「
暫
」
を
あ

ら
わ
す
。

　
「
清
洲
橋
」
図
4　

関
東
大
震
災
後
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
に
竣
工

し
た
清
洲
橋
の
、
吊
り
橋
型
の
優
美
な
景
観
を
大
き
く
と
ら
え
る
。
下
流
に
は
永

代
橋
も
み
え
る
。

　
「
水
の
隅
田
公
園
」
図
5　

隅
田
公
園
の
本
所
側
か
ら
、
昭
和
三
年
竣
工
の
言

問
橋
、
対
岸
の
浅
草
寺
を
望
む
。
江
戸
以
来
の
花
の
名
所
、
向
島
は
関
東
大
震
災

で
罹
災
、
隅
田
公
園
は
震
災
復
興
公
園
と
し
て
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
開
園

し
た）

4
（

。
両
岸
に
わ
た
る
公
園
の
景
観
の
中
心
は
隅
田
川
で
あ
る
。
言
問
橋
の
下
に

桜
時
に
行
わ
れ
た
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
橋
」　

二
重
ア
ー
チ
と
麒
麟
像
を
置
い
た
装
飾
柱
が
特
徴
的
な
日
本
橋

（
明
治
四
四
年
竣
工
）
を
側
面
か
ら
と
ら
え
る
。
上
空
に
は
飛
行
機
が
み
え
る
。

「
地
下
鉄
道
」
図
6　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
東
洋
初
の
地
下
鉄
、
東
京
地
下

鉄
道
が
上
野
浅
草
間
に
開
業
し
た
。
直
線
を
多
用
し
、
駅
構
内
の
無
機
質
な
地
下

空
間
を
と
ら
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
大
灯
籠
の
あ
る
参
道
入
り
口
を
斜
め
に
と
ら
え
、
鳥
居
と
大
村
益
次

郎
像
を
望
む
「
靖
国
神
社
」、
旧
寛
永
寺
五
重
塔
の
向
こ
う
に
広
が
る
不
忍
池
に

ボ
ー
ト
が
浮
か
ぶ
の
ど
か
な
風
景
を
俯
瞰
す
る
「
上
野
」
か
ら
成
る
。

　

題
材
に
は
開
設
間
も
な
い
地
下
鉄
（「
地
下
鉄
道
」）、
橋
梁
（「
清
洲
橋
」「
水

の
隅
田
公
園
」）、
東
京
駅
と
自
動
車
（「
東
京
駅
」）、
日
本
橋
と
飛
行
機
（「
日
本

橋
」）
な
ど
、
新
し
い
建
造
物
と
交
通
機
関
を
含
む
近
代
的
な
景
観
が
目
立
つ
。

中
で
も
東
京
市
民
が
愛
着
を
持
つ
隅
田
川
の
景
観
が
二
題
含
ま
れ
、
い
ず
れ
も
震

災
復
興
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
隅
田
公
園
、
言
問
橋
、
清
洲
橋
、
永
代
橋
が
モ

チ
ー
フ
と
さ
れ
て
お
り
、
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
遂
げ
て
漸
く
一
息
つ
い
た

モ
ダ
ン
都
市
東
京
を
と
ら
え
る
視
線
が
う
か
が
わ
れ
る
。
明
治
期
以
来
、
代
表
的

な
東
京
名
所
で
あ
っ
た
靖
国
神
社
も
登
場
す
る
が
、
意
匠
に
は
政
治
的
な
意
味
の

― 84 ―
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強
調
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
制
作
時
期
の
上
限
は
、
隅
田
公
園
開
園
の
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
以
降
、
下
限
は
前
述
の
よ
う
に
昭
和
一
一
年
竣
工
の
帝
国
議
事
堂

が
表
現
さ
れ
て
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
昭
和
一
〇
年
頃
ま
で
の
可
能
性
が
高
い
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
品
は
一
枚
欠
け
て
い
る
た
め
断
言
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
昭
和
一
三
年
夏
に
綿
製
品
の
加
工
が
制
限
さ
れ
る
以
前
の
製
作
で
あ
ろ
う
。

　

染
め
は
全
て
型
糊
置
き
を
繰
り
返
さ
ず
一
度
の
型
置
き
で
複
数
色
を
染
め
分
け

る
「
差
し
分
け
」
技
法
に
よ
り
、
江
戸
東
京
好
み
の
手
拭
い
の
基
本
色
、
藍
の
濃

淡
、
鼠
、
茶
の
う
ち
二
，
三
色
で
染
め
上
げ
て
い
る
。
次
の
「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」

が
複
数
回
型
置
き
を
行
う
「
細
川
」
技
法
に
よ
り
、
多
く
の
色
を
重
ね
て
染
め
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
東
京
と
京
都
の
好
み
の
違
い
を
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
見
単
調
で
あ
る
が
線
の
表
現
が
整
理
さ
れ
、
ま
た
近
景
は

藍
、
遠
景
は
鼠
色
と
し
た
「
清
洲
橋
」
図
4
の
よ
う
に
、
遠
近
感
を
配
色
で
効
果

的
に
表
現
す
る
な
ど
技
法
の
特
性
を
巧
み
に
生
か
し
た
完
成
度
の
高
い
作
品
群
で

あ
る
。

　

・「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」（
昭
和
一
四
年
〔
一
九
三
九
〕
三
月　

注
染　

細
川
）

　

京
都
の
細
辻
伊
兵
衛
商
店
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
、
画
家
中
島
荘
陽
の
描
く
京
の

一
二
ヶ
月
の
行
事
図
を
染
め
た
一
二
枚
組
手
拭
い
で
あ
る
。
解
説
書
と
と
も
に
専

用
箱
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
箱
蓋
に
は
「
郷
土
趣
味　

京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
の
題
字

に
「
趣
味
手
拭
十
二
枚
組
」
と
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
。
解
説
書
は
扉
表
に
「
田

中
緑
紅
著
」、
裏
に
「
絵　

中
島
荘
陽
」
と
記
さ
れ
、
画
題
の
年
中
行
事
に
つ
き

田
中
緑
紅
が
解
説
を
加
え
て
い
る
。
田
中
緑
紅
は
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
戦
後
に

か
け
て
活
躍
し
た
、
京
都
の
郷
土
史
家
で
あ
る）

5
（

。
奥
付
の
発
行
日
は
「
昭
和
十
四

年
三
月
廿
五
日
」、
発
行
所
は
「
京
都
市
中
京
区
三
條
通
烏
丸
東
入
細
辻
伊
兵
衛

商
店
誂
部
」、
ま
た
「〔
非
売
品
〕」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

細
辻
伊
兵
衛
商
店
（
永
楽
屋
）
は
、
戦
前
の
京
都
で
趣
味
の
美
術
手
拭
い
を
制

作
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
は
、
元
々
同
店
の
手
ぬ
ぐ
い
頒

布
会
「
百
い
ろ
会
」
で
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
に
出
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
が
、
展
示
作
品
は
昭
和
一
四
年
三
月
の
再
制
作
で
あ
り
、
販
売
用
で
は
な
く
身

内
に
配
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る）

6
（

。
既
に
綿
製
品
の
統
制
が
進
行
し
て
い

た
時
期
で
あ
り
、
生
地
の
晒
は
ス
フ
入
り
と
み
ら
れ
る
。
一
二
枚
全
て
に
「
京
都

タ
オ
ル
染
手
拭
卸
商
業
組
合
」
の
公
定
価
格
販
売
表
示
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い

る
（
後
掲
図
21
）。

　

各
月
の
画
題
は
解
説
書
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。「
十
日
戎　

福
笹
（
一

月
）」「
盧
山
寺
鬼
の
法
楽
（
二
月
）」「
舞
妓
と
都
踊
（
三
月
）」「
島
原
太
夫
道
中

（
四
月
）」「
葵
祭
（
五
月
）」　
「
藤
森
祭
の
駈
馬
（
六
月
）」「
祇
園
会
山
鉾
（
七

月
）」「
大
文
字
と
松
ヶ
崎
題
目
踊
（
八
月
）」「
太
秦
牛
祭
（
九
月
）」「
石
清
水
八

幡
放
生
会
（
一
〇
月
）」「
八
坂
神
社
舞
楽
（
一
一
月
）」「
南
座
の
顔
見
世
（
一
二

月
）」。
物
質
的
制
約
の
あ
る
中
で
の
制
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精
巧
な
染
技
に
よ

り
絵
画
と
見
紛
う
よ
う
な
繊
細
な
描
線
、
配
色
で
京
の
年
中
行
事
図
が
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
。
全
点
に
「
荘
陽
画
」
の
署
名
が
染
め
出
さ
れ
、
下
絵
の
再
現
が
意
図

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

　

本
作
の
下
絵
自
体
の
所
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、
下
絵
を
描
い
た
日
本
画
家
、

中
島
荘
陽
は
、
京
都
の
行
事
を
描
い
た
肉
筆
画
作
品
を
遺
し
て
お
り
、
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
江
馬
努
の
詞
書
、
中
島
荘
陽
の
絵
に
よ
る
『
都
年
中
行

事
画
帖
』（
昭
和
三
年
〔
一
九
二
八
〕
跋　

絹
本
著
色）

7
（

） 

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

同
画
帖
は
京
の
年
中
行
事
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
跋
文
に
よ
れ
ば 

細
辻
伊
兵
衛
氏
が
購
い
江
馬
氏
に
解
説
を
依
頼
し
た
と
い
う
。「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」

の
画
題
の
多
く
は
こ
の
細
辻
氏
の
手
元
に
あ
っ
た
画
帖
の
画
題
と
重
な
る
。
そ
こ
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で
以
下
、
四
点
に
つ
い
て
『
都
年
中
行
事
画
帖
』
中
の
同
画
題
の
図
と
比
較
し
注

目
さ
れ
る
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
「
十
日
戎　

福
笹
」
図
7　

十
日
戎
の
参
詣
者
に
授
与
さ
れ
る
、
大
福
帳
、
小

槌
、
小
判
な
ど
縁
起
物
を
つ
る
し
た
福
笹
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
笹
の
葉

に
は
輪
郭
線
を
置
か
ず
、
注
染
特
有
の
ぼ
か
し
で
肉
筆
の
筆
致
を
再
現
し
て
い

る
。『
都
年
中
行
事
画
帖
』「
十
日
夷
」
で
も
福
笹
の
み
が
大
き
く
描
か
れ
、
縁
起

物
を
下
げ
た
笹
の
先
を
画
面
左
寄
り
に
、
持
ち
手
側
を
右
に
配
置
し
た
構
図
も
共

通
し
て
い
る
。

　
「
南
座
の
顔
見
世
」
図
8　

顔
見
世
興
行
の
夜
の
南
座
の
正
面
破
風
の
景
観
を

と
ら
え
る
。
櫓
の
下
に
は
顔
見
世
役
者
の
名
を
記
し
た
ま
ね
き
看
板
が
並
び
提
灯

の
明
か
り
で
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。『
都
年
中
行
事
画
帖
』
の
「
顔
見
世
」（
参

考
図
）
も
同
一
の
角
度
か
ら
南
座
正
面
破
風
を
描
い
て
お
り
、
両
者
は
構
図
も
極

め
て
よ
く
似
て
い
る
。『
都
年
中
行
事
画
帖
』
で
は
肉
筆
画
で
あ
る
か
ら
こ
そ
可

能
な
夜
闇
に
櫓
と
ま
ね
き
看
板
が
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な
情
景
表
現
が
印
象
的

だ
が
、「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
で
は
、
背
景
を
暗
色
で
は
な
く
薄
藍
の
ぼ
か
し
と
し
、

上
空
に
下
弦
の
月
を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
夜
景
を
表
現
し
て
い
る
。

　
「
藤
森
祭
の
駈
馬
」
図
9　

六
月
五
日
の
藤
森
祭
に
受
け
継
が
れ
る
氏
子
に
よ

る
馳
馬
の
図
で
あ
る
。
手
前
の
一
騎
は
馬
上
で
文
字
を
書
き
、
奥
は
逆
乗
り
で
晒

を
振
る
。
網
衣
、
股
引
に
小
さ
な
笠
を
被
っ
た
独
特
の
出
で
立
ち
の
細
部
ま
で
染

め
ら
れ
て
い
る
。『
都
年
中
行
事
画
帖
』「
藤
森
祭
」
は
「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
の
手

前
の
一
騎
と
同
じ
馬
上
で
文
字
を
書
く
曲
乗
り
を
描
き
、
特
徴
的
な
装
束
の
配
色

が
同
じ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
馬
の
毛
色
、
胸
懸
、
尻
懸
の
赤
色
、
や
や
い
か
つ

い
乗
り
手
の
顔
立
ち
も
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
で
は
、
縦

長
に
二
騎
を
配
置
し
、
背
景
上
下
を
薄
藍
色
に
斜
め
に
染
め
て
中
央
の
み
白
く
残

し
て
変
化
を
つ
け
、
モ
チ
ー
フ
の
絵
画
性
と
手
拭
い
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
の
面

白
さ
が
融
和
し
て
い
る
。

　
「
祇
園
会
山
鉾
」
図
10 　

七
月
一
七
日
の
祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
の
様
を
、
次
々

と
近
づ
い
て
く
る
鉾
を
見
上
げ
た
よ
う
な
構
図
で
と
ら
え
る
。
網
隠
し
の
部
分
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
手
前
の
鉾
の
向
こ
う
に
は
、
月
鉾
の
鉾
頭
が
み
え
る
。

細
い
線
の
鋭
い
表
現
と
細
部
の
染
め
分
け
は
染
技
へ
の
自
信
を
示
す
か
の
よ
う
で

あ
る
。『
都
年
中
行
事
画
帖
』
で
は
「
前
の
祇
園
会
」
の
題
で
山
鉾
巡
行
の
先
頭

を
切
る
長
刀
鉾
、
後
ろ
に
続
く
占
出
山
を
、
人
々
の
乗
っ
た
舞
台
を
中
心
に
描
い

て
い
る
の
に
対
し
、「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
で
は
敢
え
て
鉾
の
先
端
部
の
み
を
あ
ら

わ
し
、
手
拭
い
の
縦
長
の
画
面
を
生
か
し
た
視
点
の
面
白
さ
の
み
な
ら
ず
、
注
染

の
技
の
巧
み
さ
を
印
象
付
け
て
い
る
。

　

一
二
ヶ
月
の
手
拭
い
は
い
ず
れ
も
精
緻
な
「
細
川
」（
複
数
回
型
置
き
す
る
注

染
技
法
）
に
よ
り
染
め
ら
れ
て
い
る
。
布
の
上
か
ら
染
料
を
注
ぐ
注
染
で
は
複
数

色
で
も
各
色
を
染
め
る
箇
所
の
間
隔
が
空
い
て
い
れ
ば
一
度
に
差
し
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
異
な
る
色
同
士
が
重
な
る
、
ま
た
は
隙
間
無
く
接
す
る
部
分
が
あ

る
場
合
は
型
置
き
を
複
数
回
行
い
、
数
度
に
分
け
て
染
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

技
法
が
「
細
川
」
と
呼
ば
れ
る
。
本
作
で
は
、
輪
郭
線
部
分
な
ど
で
先
に
染
め
た

部
分
に
ぴ
っ
た
り
は
ま
る
よ
う
に
型
置
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
緻
密
な
作

業
を
要
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
中
島
荘
陽
画
『
都
年
中
行
事
画
帖
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、

「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
は
下
絵
段
階
で
手
拭
い
の
形
状
を
活
か
す
構
図
が
工
夫
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
ぼ
か
し
、
細
川
な
ど
の
注
染
技
法
を
見
事
に
駆
使
し
て
下
絵

の
絵
画
表
現
の
印
象
を
崩
さ
ず
、
同
時
に
手
拭
い
染
め
の
持
ち
味
も
失
わ
ず
に
染

め
上
げ
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
一
方
で
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
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（
一
一
）

― 82 ―

ン
所
蔵
の
「
京
の
ひ

と
ゝ
せ
」
の
細
部
に

注
目
す
る
と
、
初
回

制
作
品）

8
（

に
は
み
ら
れ

な
い
、
ス
フ
の
混
紡

に
起
因
す
る
と
考
え

ら
れ
る
緯
糸
に
沿
っ

た
染
料
の
滲
み
が
一

部
に
見
ら
れ
、
物
資
統
制
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
（
例
「
葵
祭
」
図
11
の
藤
の

花
房
部
分
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
）。

　
　
　

2
．
日
露
戦
争
時
代
の
手
拭
い

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
意
匠
お
よ
び
染
め
技
法
の
点
か
ら
日
露
戦
争
時
代
の
制

作
と
考
え
ら
れ
る
手
拭
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

日
露
戦
争
に
ち
な
む
モ
チ
ー
フ
が
明
確
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
作
品
は
「
我
軍
之
大

勝
利
」、「
奉
天
府　

日
本
軍
大
勝
利
」
の
二
点
で
あ
る
。

　
「
我
軍
之
大
勝
利
」（
注
染　

細
川
）
は
倒
れ
る
ロ
シ
ア
兵
と
日
の
丸
を
振
る
日

本
兵
に
「
我
軍
大
勝
利
」
の
文
字
を
添
え
た
も
の
、「
奉
天
府　

日
本
軍
大
勝
利
」

（
注
染　

差
し
分
け
）
は
、
奉
天
府
の
城
門
図
を
中
央
に
、
こ
れ
に
向
か
う
如
く

に
、
旭
日
旗
を
か
か
げ
攻
め
込
む
日
本
軍
の
図
に
「
日
本
大
勝
利
」
の
文
字
を
添

え
た
扇
面
図
を
配
置
し
、
全
体
を
横
切
る
よ
う
に
海
軍
大
臣
旗
風
の
旗
を
置
い
た

意
匠
で
あ
り
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
奉
天
会
戦
と
日
本
海
海
戦
に
ち
な

む
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
と
も
多
色
遣
い
で
あ
り
、
華
や
か
に
目
を
引
く
記
念
手

拭
い
と
し
て
戦
勝
間
も
無
い
時
期
に
制
作
販
売
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
出
征
軍
萬
歳
」（
注
染　

地
染
ま
り
一
色
）
は
薄
藍
一
色
の
地
に
「
出

征
軍
萬
歳
」
と
大
書
し
「
大
阪
市
手
拭
染
物
業
職
工
中
」
と
添
え
書
き
し
た
文
字

意
匠
の
み
の
作
品
で
あ
る
。
大
き
な
筆
描
き
文
字
の
み
を
あ
ら
わ
す
意
匠
は
明
治

期
の
手
拭
い
下
絵
に
目
立
つ
も
の
で
あ
り
、
日
露
戦
争
も
し
く
は
日
清
戦
争
時
の

制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
と
並
ぶ
注
染
の
生
産
地
で
あ
っ
た
大
阪
の
手
拭
い
染

め
職
人
の
団
体
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
東
洋
強
国
誉
」（
注
染　

細
川
）

は
、
菊
の
と
ば
り
の
向
こ
う
に
旭
日
旗
（
軍
旗
）
と
大
砲
が
置
か
れ
た
皇
国
の
勝

利
を
示
す
意
匠
で
あ
る
が
、
手
間
を
掛
け
た
細
川
染
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
細
部
の

染
め
む
ら
が
多
い
こ
と
（
大
正
後
期
以
降
普
及
し
た
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
使
用
し

染
料
を
急
速
吸
引
す
る
と
む
ら
に
な
り
に
く
い
）、「
東
洋
強
国
誉
」
の
文
言
か
ら

日
露
戦
争
時
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

3
．
凱
旋
記
念
︑
除
隊
記
念
の
手
拭
い

　

明
治
期
以
降
、
贈
り
主
の
名
を
染
め
た
「
名
入
れ
手
拭
い
」
を
配
る
こ
と
が
生

活
の
多
様
な
場
面
に
広
が
り
、
軍
隊
、
戦
争
関
連
で
は
、
任
期
を
終
え
て
の
除
隊

あ
る
い
は
凱
旋
に
際
し
無
事
帰
還
し
た
挨
拶
の
配
り
物
と
し
て
名
入
れ
手
拭
い
が

制
作
さ
れ
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
今
回
展
示
し
た
以
外
に
も
複
数
の
除
隊
や

凱
旋
記
念
の
手
拭
い
が
あ
る
が
、
既
製
図
案
に
配
り
主
の
名
を
加
え
て
染
め
る
の

が
通
例
で
あ
り
、
年
代
、
兵
科
に
よ
る
違
い
も
あ
る
が
、
広
く
み
ら
れ
る
定
型
的

モ
チ
ー
フ
と
し
て
旭
日
旗
（
軍
旗
）
あ
る
い
は
旭
日
、
軍
帽
軍
服
の
星
章
に
ち
な

む
星
、
徽
章
に
ち
な
む
桜
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
展
示
作
例
か
ら
い
く
つ
か
の
類

型
を
紹
介
す
る
。

　
「
近
衛
歩
兵
第
四
聯
隊
」（
注
染　

差
し
分
け
）
は
、
旭
日
に
星
章
と
「
近
衛
歩

兵
第
四
聯
隊
」
の
文
字
を
大
き
く
染
め
「
軽
き
身
に
重
き
つ
と
め
を
つ
ゝ
が
な
く

果
し
て
帰
る
今
日
ぞ
嬉
し
き
」
と
い
う
歌
を
添
え
て
い
る
。「
軽
き
身
に
」
の
歌

は
、
下
の
句
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
除
隊
や
凱
旋
の
記
念
手
拭
い
に

図 11　 京のひとゝせ 
「葵祭」 （部分）
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し
ば
し
ば
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
「
満
州
派
遣
凱
旋
記
念　

野
砲
兵
第
二
十
聯
隊
」（
注
染　

差
し
分
け　

図
12
）

は
、
星
と
野
砲
図
を
大
き
く
染
め
、
右
肩
に
図
案
化
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
、
左
下
の
桜
型
に
「
笠
倉
」
の
名
が
入
っ
て
い
る
。「
満
州
派
遣
凱

旋
記
念　

野
砲
兵
第
二
十
聯
隊
」
の
文
字
か
ら
、
満
州
事
変
時
の
凱
旋
記
念
手
拭

い
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
除
隊
、
凱
旋
記
念
手
拭
い
の
う
ち
昭
和

期
の
も
の
と
確
定
出
来
る
作
例
は
他
に
二
点
あ
る
。「
上
海
出
征
凱
旋
記
念　

歩

兵
第
五
十
九
聯
隊
」（
注
染　

差
し
分
け
）
は
「
武
夫
の
つ
と
め
つ
く
し
て
古
里

へ
」
の
句
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
徽
章
に
ち
な
む
星
と

桜
を
添
え
た
意
匠
の
名
入
れ
手
拭
い
で
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
の
第
一
次
上
海
事
変
後
の
制
作
か
と

推
定
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
点
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
日

中
戦
争
開
戦
後
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
異
色
の
記

念
手
拭
い
が
あ
る
。

　

・「
凱
旋
記
念
禮
羽
村
青
年
団
」（
注
染
図
13
）

攻
撃
す
る
陸
軍
兵
士
と
、
戦
車
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、

空
に
は
戦
闘
機
が
飛
び
、「
凱
旋　

祝　

記
念
」

の
文
字
を
添
え
た
意
匠
と
、「
禮
青
」「
賞
」
の
文

字
を
上
部
に
、「
禮
羽
村
青
年
団
」
の
文
字
を
下

部
に
配
し
斜
め
に
染
め
分
け
た
意
匠
が
重
な
っ
て

い
る
。
礼
羽
村
は
埼
玉
県
北
東
部
、
現
在
の
加
須

市
に
あ
た
る
。
既
に
染
ま
っ
て
い
た
青
年
団
の
手

拭
い
地
を
再
加
工
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
手
拭

い
の
制
作
と
綿
製
品
製
造
、
加
工
統
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
三
節
で
改
め
て

考
え
て
み
た
い
。

　
　
　

4
．
出
征
兵
士
を
送
る

　

出
征
兵
士
へ
の
祈
り
や
激
励
の
思
い
も
手
拭
い
に
託
さ
れ
た
。「
祈
武
運
長
久
」

の
語
を
染
め
た
手
拭
い
は
、
そ
の
一
典
型
で
あ
る
。「
丸
に
三
つ
割
菊
紋　

祈
武

運
長
久
」（
注
染　

差
し
分
け
）
は
文
字
と
神
紋
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
、「
国
幣
小

社
箱
根
神
社
宮
司
」
と
添
え
書
き
し
て
花
押
も
染
め
た
箱
根
神
社
の
手
拭
い
で
あ

り
、
出
征
前
に
参
拝
し
た
兵
士
や
家
族
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同

じ
く
「
祈　

武
運
長
久
」
の
語
を
染
め
た
例
に
軍
事
援
護
婦
人
団
体
、
愛
国
婦
人

会
（
明
治
三
四
年
創
設
、
昭
和
一
七
年
大
日
本
婦
人
会
に
統
合
）
の
手
拭
い
が
あ

る
（「
祈　

武
運
長
久　

愛
国
婦
人
会
三
重
県
支
部
」
注
染　

差
し
分
け
）。
出
征

兵
士
の
送
迎
は
愛
国
婦
人
会
の
主
要
活
動
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
兵
士
の
無
事
帰
還
を
祈
る
「
千
人
針
」
に
も
、
手
拭
い
そ
の
も
の
で
は
な

い
が
手
拭
い
同
様
の
晒
布
が
用
い
ら
れ
た
。
戦
場
の
兵
士
に
送
ら
れ
た
慰
問
袋
に

も
手
拭
い
同
様
の
晒
布
が
多
く
使
わ
れ
た
。
二
つ
折
り
に
し
て
袋
状
に
縫
い
慰
問

の
品
を
中
に
入
れ
る
が
、
解
け
ば
手
拭
い
と
も
な
る
。
半
面
に
軍
人
勅
諭
を
染
め

た
「
慰
問
袋　

軍
人
勅
諭
」（
注
染　

差
し
分
け
）
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
　

5
．
手
拭
い
に
み
る
戦
争
と
暮
ら
し

　

日
中
戦
争
開
戦
前
後
以
降
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
、
戦
時
体
制
を
反
映
し
た
意

匠
を
染
め
た
作
例
を
示
し
た
。
今
日
残
さ
れ
て
い
る
手
拭
い
に
戦
時
体
制
の
影
響

を
見
出
そ
う
と
す
る
と
き
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
軍
隊
や
侵
略
体
制

に
か
か
わ
る
絵
柄
（
戦
争
柄
）、
あ
る
い
は
戦
時
体
制
へ
の
協
力
、
貢
献
を
呼
び

か
け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
染
め
た
作
例
で
あ
る
。

　

戦
争
柄
の
典
型
例
と
し
て
、
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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・「
日
の
丸
、
戦
車
」（
注
染　

差
し
分
け 

図
14
）　

中
央
に
日
の
丸
を
置
き
、
土
煙
を
あ

げ
て
突
進
す
る
豆
戦
車
の
動
き
を
漫
画
調
の
絵

柄
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
以

降
発
展
し
た
戦
車
の
陸
軍
へ
の
配
備
は
日
本
で

は
大
正
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
進
め
ら
れ
、
昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
の
軍
制
改
革
案
に

は
戦
車
隊
増
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る）

9
（

。
昭
和

七
年
四
月
の
『
三
越
』
に
は
豆
戦
車
の
玩
具
も

登
場
し
て
い
る）

10
（

。
こ
の
手
拭
い
の
絵
柄
に
も
満

州
事
変
勃
発
以
降
の
戦
車
へ
の
関
心
を
汲
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

・「
日
の
丸
、
地
球
に
飛
行
機
」（
注
染　

差

し
分
け　

図
15
）　

日
の
丸
の
下
に
置
か
れ
た

地
球
は
、
注
染
特
有
の
差
し
分
け
技
法
で
色
分

け
さ
れ
て
い
る
。
中
心
に
あ
る
日
本
の
領
土
を

示
す
赤
色
は
、
千
島
列
島
、
樺
太
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に

旧
日
本
委
任
統
治
領
と
な
っ
た
南
洋
群
島
に
広
が
る
。
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
、
イ

ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
が
薄
紅
色
で
染
め
ら
れ
て
い

る
の
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
果
て
ま

で
覆
う
か
の
よ
う
に
日
本
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る
。「
大
東
亜
共
栄
圏
」
概
念

の
啓
蒙
は
、
こ
の
語
が
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
一
日
の
松
岡
洋
右
外
相

会
談）

11
（

で
用
い
ら
れ
て
以
降
、
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
手
拭
い
も
こ
れ
と

近
い
時
期
の
制
作
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

・「
千
歳
鶴
」（
注
染　

差
し
分
け
）　

昭
和
初
期
か
ら
札
幌
で
作
ら
れ
た
日
本

酒
銘
柄）

12
（

の
宣
伝
用
手
拭
い
で
あ
る
。
日
本
軍
を
表
象
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
日
本

刀
、
桜
と
「
千
歳
鶴
」
の
文
字
を
染
め
て
い
る
。
素
材
は
綿
晒
だ
が
、
昭
和
一
三

年
（
一
九
三
八
）
に
綿
製
品
の
製
造
統
制
が
開
始
し
て
以
降
、
い
ず
れ
か
の
段
階

で
、
こ
の
よ
う
な
木
綿
手
拭
い
地
を
用
い
た
誂
え
制
作
は
困
難
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
手
拭
い
に
は
日
本
軍
や
侵
略
体
制
を
絵
柄
で
あ
ら
わ
し
た

右
の
よ
う
な
意
匠
は
、
風
呂
敷
や
着
物
ほ
ど
に
は
目
立
た
な
い
。
こ
の
こ
と
は
一

つ
に
は
早
い
段
階
か
ら
綿
製
品
の
加
工
、
製
造
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
文
字
主
体
の
意
匠
が
広
く
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
、
手

拭
い
の
特
性
に
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
以
下
の
一
群
は
い
ず
れ
も
白
地
の
中
央
部
に
体
制
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
標
語
と
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
寓
意
的
な
小
モ
チ
ー
フ
を
染
め
た
も
の
で
、
こ
の

種
の
簡
素
な
定
型
意
匠
の
手
拭
い
が
戦
時
下
の
あ
る
時
期
か
ら
多
く
制
作
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

・「
一
億
一
心　

桜
に
三
本
の
矢
」（
注
染　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
同
柄
三
点
の
う

ち
二
点
は
差
し
分
け
／
一
点
は
白
地
一
色　

図
16
）　

国
民
の
結
束
を
呼
び
か
け

る
「
一
億
一
心
」
の
語
は
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
七
日
に
開
催
さ
れ

た
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
総
会
で
決
定
さ
れ
た
「
国
民
精
神
総
動
員
新
展
開
の

基
本
方
針
」
中
に
「
一
億
一
心
各
そ
の
業
務
に
精
励
し
奉
公
の
誠
を
致
さ
ん
こ
と

を
期
す
」
と
い
う
表
現
で
登
場
す
る）

13
（

。
こ
れ
以
降
、
新
聞
記
事
等
に
お
い
て
戦
時

体
制
に
臨
む
国
民
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
述
べ
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
添
え

ら
れ
た
三
本
の
矢
は
戦
前
の
子
ど
も
向
け
訓
話）

14
（

に
登
場
す
る
毛
利
元
就
の
「
三
矢

の
教
え
」（
結
束
し
て
家
を
守
れ
と
い
う
意
味
の
教
訓
）
に
よ
る
。
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（
一
四
）

　

・「
堅
忍
持
久
」（
注
染　

差
し
分
け　

図
17
）　

最
後
ま
で
我
慢
強
く
持
ち
こ

た
え
る
意
の
「
堅
忍
持
久
」
と
い
う
標
語
は
、
昭
和
一
二
年(

一
九
三
七)

九
月

一
三
日
に
発
表
さ
れ
た
国
民
精
神
総
動
員
計
画
実
施
要
項
中
に
「
堅
忍
持
久
の
精

神
の
涵
養
」
と
い
う
表
現
で
登
場
し）

15
（

、
以
降
、
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。
添
え
ら
れ
た

富
士
に
蝶
千
鳥
の
モ
チ
ー
フ
は
江
戸
歌
舞
伎
の
代
表
的
演
目
「
曽
我
物
」、
曽
我

兄
弟
の
仇
討
ち
の
物
語
に
よ
る
。
蝶
は
曽
我
兄
弟
の
弟
五
郎
、
千
鳥
は
兄
十
郎
の

衣
装
の
文
様
で
あ
り
、
富
士
は
兄
弟
が
富
士
の
裾
野
の
巻
狩
で
父
の
仇
、
工
藤
祐

経
を
討
っ
た
こ
と
に
ち
な
む
。
長
い
年
月
を
堪
え
忍
び
よ
う
や
く
本
懐
を
遂
げ
た

曽
我
兄
弟
の
物
語
を
示
す
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
、「
堅
忍
持
久
」
の
標
語
は
長
期
戦

に
臨
む
戦
時
体
制
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
の
意
味
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

・「
協
心
戮
力
」（
注
染　

差
し
分
け　

図
18
）

　

心
を
あ
わ
せ
力
を
合
わ
せ
る
意
の
「
協
心
戮
力
」
は
、
日
中
戦
争
開
戦
後
の
戦

時
体
制
下
に
使
わ
れ
た
標
語
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
一
五
年(

一
九
四
〇)

九
月

二
七
日
、
日
独
伊
三
国
同
盟
調
印
時
の
詔
書
に
も
「
協
心
戮
力
非
常
ノ
時
局
ヲ
克

服
シ
」
と
い
う
表
現
が
み
え
る）

16
（

。
添
え
ら
れ
た
巴
太
鼓
に
菖
蒲
皮
小
紋
の
モ
チ
ー

フ
の
う
ち
、
巴
太
鼓
は
、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
の
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
を
連
想
さ

せ
る
。
巴
は
大
星
由
良
之
助
の
紋
所
、
太
鼓
の
縁
に
は
討
ち
入
り
衣
装
の
白
黒
雁

木
文
様
を
象
っ
た
か
の
よ
う
な
鋸
歯
文
様
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
添
え
ら
れ
た

「
菖
蒲
革
」
と
通
称
さ
れ
る
小
紋
の
モ
チ
ー
フ
は
「
勝
負
」
の
語
を
導
く
と
同
時

に
、
江
戸
後
期
の
足
軽
な
ど
の
袴
に
よ
く
使
わ
れ
た）

17
（

こ
と
か
ら
、『
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
』
で
は
足
軽
な
が
ら
仇
討
ち
に
加
わ
っ
た
寺
岡
平
右
衛
門
の
衣
装
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
民
衆
の
戦
争
協
力
を
寓
意
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

寓
意
性
を
持
つ
モ
チ
ー
フ
を
添
え
る
こ
と
に
よ
り
、「
協
心
戮
力
」
の
語
に
込
め

ら
れ
た
国
民
一
丸
と
な
っ
て
敵
と
戦
う
と
い
う
意
味
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

・「
東
亜
建
設
」（
注
染　

差
し
分
け
）

　
「
東
亜
建
設
」
あ
る
い
は
「
東
亜
新
秩
序
建
設
」
は
日
中
戦
争
開
戦
後
、
多
く

唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
昭
和
一
三
年

(

一
九
三
八)

一
一
月
三
日
、
近
衛
内
閣
は
「
東
亜
新
秩
序
の
建
設
」
が
戦
争
の

目
的
で
あ
る
と
い
う
政
府
声
明
を
発
表
し
た）

18
（

。
ス
コ
ッ
プ
と
つ
る
は
し
の
モ
チ
ー

フ
に
よ
っ
て
漠
然
と
し
た
政
治
理
念
を
満
蒙
開
拓
な
ど
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
置

き
換
え
て
い
る
。

　

よ
り
具
体
的
な
行
動
を
呼
び
か
け
る
標
語
も
手
拭
い
に
染
め
ら
れ
て
い
る
。

「
公
債
一
枚
興
亜
の
緑
葉
」（
注
染　

差
し
分
け
）
は
、
軍
事
費
膨
張
へ
の
対
応
策

と
し
て
公
債
購
入
を
勧
め
る
惹
句
に
オ
リ
ー
ブ
の
枝
を
添
え
て
い
る
。
日
中
戦
争

開
戦
後
、
昭
和
一
二
年(

一
九
三
七)

秋
か
ら
、
愛
国
公
債
購
入
運
動
が
行
わ
れ

た
が
、
昭
和
一
四
年
に
は
国
債
消
化
が
困
難
に
な
っ
て
い
た）

19
（

。
ま
た
「
防
諜　

知

る
を
自
慢
に
話
す
な
秘
密
」（
注
染　

差
し
分
け　

図
19
）
は
文
字
通
り
、
防
諜

の
た
め
の
標
語
を
染
め
て
い
る
。
昭
和
一
二
年
一
〇
月
一
〇
日
に
は
軍
機
保
護
法

改
正
法
律
が
施
行
さ
れ
、
防
諜
に
関
す
る
市
民
へ
の
啓
蒙
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た）

20
（

。
こ
の
ほ
か
「
滅
私
奉
公
」（
注
染　

差
し
分
け
）
も
同
類
型
の
手
拭

い
で
あ
る
。「
滅
私
奉
公
」
の
語
自
体
は
古
典
的
な
故
事
成
語
だ
が
、
戦
時
体
制

下
に
は
国
家
体
制
へ
の
奉
仕
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た）

21
（

。

　
　
　

6
．
木
綿
製
品
物
資
統
制
関
係
資
料

　

展
覧
会
で
は
木
綿
に
関
わ
る
物
資
統
制
の
説
明
パ
ネ
ル
を
作
成
展
示
す
る
と
同

時
に
、
公
定
価
格
表
示
マ
ー
ク
付
き
、
あ
る
い
は
各
種
の
代
用
素
材
を
用
い
た
浴

衣
地
反
物
、
配
給
綿
製
品
購
入
票
、
衣
料
切
符
、
制
限
小
切
符
等
を
展
示
し
た
。

手
拭
い
に
関
し
て
は
、
通
常
の
手
拭
い
用
木
綿
晒
と
は
異
な
る
素
材
を
用
い
た
作

例
、
ま
た
ス
フ
混
の
晒
反
物
を
示
し
た
。
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（
一
五
）

　

・「
加
藤
伍
株
式
会
社
」（
注
染　

差
し
分
け　

図
20
）　

企
業
の
配
り
手
拭
い

で
あ
る
。
社
の
し
る
し
と
み
ら
れ
る
陰
陽
の
桔
梗
紋
と
社
名
を
染
め
た
、
企
業
の

配
り
手
拭
い
に
は
一
般
的
な
意
匠
で
あ
る
が
、
文
字
も
桔
梗
紋
も
輪
郭
部
分
に
経

糸
緯
糸
両
方
向
に
染
料
の
滲
み
が
走
っ
て
い
る
。
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
使
用

率
が
相
当
に
高
い
生
地
（
経
緯
と
も
一
〇
〇
％
ス
フ
糸
か
）
を
用
い
て
い
る
と
み

ら
れ
、
木
綿
の
手
拭
い
地
が
少
な
く
と
も
別
注
品
に
は
使
え
な
い
状
況
下
で
従
来

通
り
の
配
り
手
拭
い
を
発
注
、
制
作
し
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

7
．
戦
争
を
振
り
返
る

　

戦
後
、
戦
没
者
追
悼
の
行
事
な
ど
に
も
手
拭
い
は
制
作
さ
れ
た
。
戦
車
と
戦
闘

機
を
あ
ら
わ
し
た
「
あ
ゝ
我
が
戦
友
」（
注
染　

差
し
分
け
）、
数
度
の
重
ね
染
め

に
よ
り
陰
影
の
あ
る
戦
艦
の
姿
を
表
現
し
た
「
戦
艦
武
蔵
亡
き
戦
友
を
偲
ぶ
」

（
注
染　

細
川
）
な
ど
、
戦
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
慰
霊
の
念
を
込
め
て
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
通
観
し
た
展
示
資
料
中
、
日
中
戦
争
開
戦
後
の
制
作
と
確
定
で
き
る
、
も

し
く
は
推
定
さ
れ
る
手
拭
い
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

・「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」（
昭
和
一
四
年
〔
一
九
三
九
〕
三
月
制
作
）
図
7
か
ら
11

　

・「
凱
旋
記
念　

禮
羽
村
青
年
団
」
図
13

　

・「
日
の
丸
、
地
球
に
飛
行
機
」
図
15

　

・「
一
億
一
心
」
図
16

　

・「
堅
忍
持
久
」
図
17

　

・「
協
心
戮
力
」
図
18

　

・「
東
亜
建
設
」

　

・「
公
債
一
枚
興
亜
の
緑
葉
」

　

・「
防
諜　

知
る
を
自
慢
に
話
す
な
秘
密
」
図
19

　

・「
滅
私
奉
公
」

　

・「
加
藤
伍
株
式
会
社
」
図
20

　

こ
の
う
ち
制
作
年
が
確
定
し
て
い
る
の
は
「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
の
み
で
あ
る

が
、「
凱
旋
記
念　

禮
羽
村
青
年
団
」、「
加
藤
伍
株
式
会
社
」
は
用
布
や
染
め
の

状
態
か
ら
明
ら
か
に
綿
製
品
統
制
下
の
制
作
と
判
断
さ
れ
る
。
一
方
「
日
の
丸
、

地
球
に
飛
行
機
」
か
ら
「
滅
私
奉
公
」
は
戦
時
体
制
を
反
映
し
た
意
匠
の
内
容
を

確
認
し
て
み
る
と
制
作
時
期
の
上
限
に
つ
い
て
お
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
少
な
く
と
も
日
中
戦
争
開
戦
後
の
制
作
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
生
地
は
、「
一
億
一
心
」
三
点
中
、
一
色
染
め
の
一
点
（
図
16
）
が

広
幅
木
綿
地
を
転
用
し
て
手
拭
い
幅
に
カ
ッ
ト
し
端
ミ
シ
ン
を
か
け
て
あ
る）

22
（

の
を

除
け
ば
、
通
常
の
手
拭
い
地
同
等
の
太
さ
の
糸
の
晒
で
あ
り
、
染
め
上
が
り
に

「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」
や
「
加
藤
伍
株
式
会
社
」
の
よ
う
な
目
立
っ
た
滲
み
は
見
ら

れ
ず
、
素
材
は
純
綿
も
し
く
は
綿
混
率
の
高
い
混
紡
糸
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
手
拭
い
の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、
次
節
で
戦
時
下
に
お
け
る
綿
織

物
に
関
す
る
製
造
、
加
工
、
供
給
の
統
制
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

二
︑
綿
製
品
統
制
の
進
行
と
手
拭
い

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
を
発
端
と
し
て
日
中
戦

争
に
突
入
し
て
以
降
、
生
活
の
様
々
な
側
面
に
統
制
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

一
二
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
「
国
民
精
神
総
動
員
運
動
」
に
よ
り
生
活
の
簡
素
化
が

奨
励
さ
れ
、
一
三
年
三
月
に
制
定
さ
れ
た
「
国
家
総
動
員
法
」
に
基
づ
き
物
資
統

制
が
合
法
化
さ
れ
た
。
中
で
も
木
綿
は
、
原
綿
の
輸
入
が
制
限
さ
れ
る
一
方
で
、

― 78 ―



（
一
六
）

軍
需
用
以
前
に
輸
出
用
製
品
原
料
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
た
め
、
国
内
の
一
般
向

消
費
が
早
く
か
ら
制
限
さ
れ
た
。
戦
時
体
制
が
手
拭
い
制
作
に
も
た
ら
し
た
影
響

を
考
え
る
上
で
は
、
制
作
や
供
給
に
か
か
わ
る
物
資
統
制
の
状
況
を
と
ら
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
綿
製
品
の
統
制
に
つ
い
て
は
昭
和
一
三
年
二
月
施
行
の
「
綿

製
品
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
」、
同
年
六
月
末
施
行
の
「
綿
製
品

ノ
製
造
制
限
」
が
概
説
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
以
降
木
綿
製
品
が
姿
を
消
し
た
か

の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
戦
時
下
の
制
作
と
考

え
ら
れ
る
類
型
的
な
意
匠
の
木
綿
地
手
拭
い
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
位
置

付
け
の
た
め
に
も
、
綿
製
品
統
制
の
経
緯
を
整
理
し
、
手
拭
い
制
作
の
環
境
変
化

を
具
体
的
に
と
ら
え
た
い
。
綿
製
品
統
制
関
係
法
令
は
主
に
商
工
省
令
と
し
て
公

布
さ
れ
た
が
、
施
行
の
詳
細
に
つ
い
て
は
地
方
長
官
宛
通
牒
等
も
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。
以
下
、
商
工
省
令
と
そ
れ
ら
に
伴
う
通
牒
等
は
、
官
報
お
よ
び
同
時
代

の
法
令
関
係
資
料
を
参
照
し
た
。

︵
1
︶
綿
花
の
輸
入
制
限

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
九
日
、
政
府
指
定
物
品
の
輸
出
入
制
限
、
禁

止
を
可
能
と
す
る
「
輸
出
入
品
等
ニ
關
ス
ル
臨
時
措
置
ニ
關
ス
ル
法
律
」
が
公
布

さ
れ）

23
（

、
こ
れ
に
基
づ
き
同
年
一
〇
月
一
一
日
に
公
布
さ
れ
た
商
工
省
令
「
臨
時
輸

出
入
許
可
規
則
」
で
輸
入
制
限
ま
た
は
禁
止
の
対
象
と
な
る
品
目
に
綿
花
が
あ
げ

ら
れ
た）

24
（

。
こ
の
時
点
で
国
内
消
費
数
量
の
二
割
五
分
相
当
量
の
綿
花
の
輸
入
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

25
（

。
国
内
消
費
を
節
約
し
綿
製
品
の
輸
出
水
準
を
維
持
す

る
こ
と
、
綿
糸
の
最
高
公
定
価
格
を
定
め
価
格
高
騰
を
防
ぐ
こ
と
を
前
提
と
し
た

政
策
で
あ
っ
た
。

︵
2
︶﹁
綿
製
品
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
﹂
施
行

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
一
二
月
二
七
日
、
商
工
省
令
「
綿
製
品
ス
テ
ー
プ

ル
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
」
が
公
布
さ
れ
、
昭
和
一
三
年
二
月
一
日
に
施
行
さ

れ
た）

26
（

。
綿
糸
、
綿
織
物
、
綿
メ
リ
ヤ
ス
製
造
に
際
し
、
輸
出
品
お
よ
び
輸
出
品
原

材
料
以
外
に
は
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
地
方
長
官
の
許
可
を
得
た
物
を
除
き
、
ス

テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
そ
の
他
の
繊
維
（
毛
は
対
象
外
）
三
割
以
上
混
用
を
義
務

づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
綿
花
の
国
内
消
費
抑
制
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
ス
テ
ー

プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
（
以
下
ス
フ
と
略
称
）
は
、
再
生
繊
維
の
一
種
で
あ
り
、
基
本

的
に
木
材
の
繊
維
を
原
料
と
す
る
点
は
人
絹
と
同
じ
だ
が
、
人
絹
が
長
繊
維
で
あ

る
の
に
対
し
、
ス
フ
は
木
綿
や
ウ
ー
ル
に
混
用
す
る
短
繊
維
で
あ
る
。
水
に
濡
れ

る
と
弱
く
、
伸
び
縮
み
が
激
し
く
、
耐
久
性
が
低
か
っ
た
。
こ
の
た
め
前
記
の

「
特
別
の
事
情
に
よ
り
地
方
長
官
の
許
可
を
得
た
物
」
に
は
軍
需
用
品
、
ガ
ー
ゼ

や
帆
布
、
工
業
用
品
な
ど
の
特
殊
品
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ス
フ
は
、
頻
繁
に
洗

い
入
浴
に
も
使
う
手
拭
い
に
も
、
全
く
適
さ
な
い
素
材
で
あ
っ
た
。

　

施
行
前
日
の
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
一
月
二
八
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』

は
「
江
戸
趣
味
の
濃
い
藍
の
香
高
い
粋
な
浴
衣
と
、
昔
な
が
ら
の
東
京
手
拭
の
あ

の
爽
快
な
持
味
が
失
は
れ
る
」
と
こ
の
件
を
報
じ
て
お
り）

27
（

、
東
京
人
に
と
っ
て
木

綿
手
拭
い
は
単
な
る
実
用
品
を
越
え
た
愛
着
の
対
象
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

︵
3
︶
綿
製
品
非
常
管
理
令
施
行
︱
綿
製
品
の
製
造
︑
加
工
︑
販
売
制
限

　

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
六
月
二
九
日
、
商
工
省
令
「
綿
製
品
ノ
製
造
制
限

ニ
関
ス
ル
件
」、「
綿
製
品
ノ
加
工
制
限
ニ
関
ス
ル
件
」、「
綿
製
品
販
売
制
限
ニ
関

ス
ル
件
」
が
公
布
さ
れ
、
即
日
施
行
さ
れ
た）

28
（

。
輸
出
品
の
原
料
ま
た
は
材
料
を
除
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（
一
七
）

き
、
綿
糸
、
綿
織
物
、
綿
メ
リ
ヤ
ス
は
、
ス
フ
を
混
用
し
た
も
の
も
含
め
、
製
造

を
禁
止
し
、
ま
た
小
売
り
を
除
く
販
売
（
広
幅
も
の
は
小
売
も
不
可
）、
お
よ
び

一
ヶ
月
間
の
加
工
を
停
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
但
シ
特
別
ノ
事
情
ニ
依
リ
地

方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合
」
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
の
但
し
書
き
が
あ

る
が
、
そ
の
指
す
と
こ
ろ
は
軍
需
品
と
工
業
用
、
医
療
用
等
の
特
殊
品
で
あ
っ

た）
29
（

。
こ
れ
に
伴
い
「
綿
製
品
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
」
は
廃
止
さ

れ
た
。
同
時
に
価
格
暴
騰
を
防
ぐ
た
め
「
繊
維
製
品
販
売
価
格
取
締
規
則
」
が
公

布
施
行
さ
れ）

30
（

、
六
月
二
八
日
の
販
売
価
格
を
越
え
る
対
価
で
綿
、
人
造
絹
糸
、
ス

フ
、
羊
毛
等
の
繊
維
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
四
件
の
商

工
省
令
は
「
非
常
管
理
令
」
と
通
称
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
同
日
出
さ
れ

た
臨
時
物
資
調
整
局
か
ら
の
通
牒
に
は
、「
国
際
収
支
ノ
関
係
ヨ
リ
綿
花
ノ
輸
入

ヲ
差
当
リ
出
来
得
ル
限
リ
制
限
ス
ル
爲
国
内
用
綿
製
品
ノ
製
造
ハ
特
殊
品
ヲ
除
キ

一
時
之
ヲ
停
止
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る）

31
（

。
こ
れ
ら
の
省
令
は

二
八
日
夜
発
令
、
二
九
日
実
施
で
あ
っ
た
た
め
関
係
業
者
間
に
は
混
乱
を
招
い

た）
32
（

。

　

四
件
の
商
工
省
令
と
あ
わ
せ
、
翌
六
月
三
〇
日
に
は
「
輸
出
綿
製
品
配
給
統
制

規
則
」
が
公
布
さ
れ
て
い
る）

33
（

。
こ
れ
に
よ
り
輸
出
用
綿
製
品
の
生
産
は
内
需
用
と

完
全
に
切
り
離
し
て
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
後
、
七
月
二
一
日
に
は
、
綿
製
品
の
加
工
、
販
売
の
制
限
を
一
部
解
除
す

る
商
工
省
令
第
六
二
号
が
公
布
施
行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
七
月
二
〇
日
の

通
牒
で
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
　

 

一
時
国
内
向
綿
製
品
ノ
販
売
及
加
工
ヲ
制
限
シ
之
ガ
現
在
ス
ト
ツ
ク
数
量
ノ

調
査
ヲ
行
ヒ
ツ
ツ
ア
リ
タ
ル
処
略
調
査
完
了
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
製
品
ノ
性
質
上

主
ト
シ
テ
農
山
漁
村
或
ハ
労
働
者
向
ノ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
買
上
ゲ
配
給
ヲ
為
ス
ト

共
ニ
之
ニ
不
適
当
ナ
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
一
定
ノ
標
準
ニ
依
リ
需
給
ノ
実
状
ニ

応
ジ
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
販
売
及
加
工
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ヲ
適
当
ト
認
メ

今
般
商
工
省
令
第
六
二
号
ヲ
公
布
ス
ル
コ
ト
ト
致
（
後
略）

34
（

）

　
「
農
山
漁
村
或
ハ
労
働
者
向
ノ
モ
ノ
」
と
は
、
作
業
着
等
に
適
す
る
実
用
品
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
内
需
向
け
綿
製
品
の
製
造
、
加
工
、
小
売
り
以
外
の
販
売

の
一
時
停
止
は
、
現
時
点
の
綿
製
品
の
在
庫
を
調
査
し
、
国
を
支
え
る
労
働
に
必

要
な
実
用
品
へ
の
供
給
分
を
買
い
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
わ
か
る
。

　

七
月
二
一
日
の
商
工
省
令
第
六
二
号
で
は
、「
綿
糸
、
綿
織
物
又
ハ
綿
莫
大
小

ニ
シ
テ
別
表
ニ
掲
ゲ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合
ニ
限
リ
」

販
売
ま
た
は
加
工
を
認
め
る
と
し
（
綿
織
物
、
綿
莫
大
小
に
は
ス
フ
混
用
品
を
含

む
）、「
別
表
」
に
は
綿
織
物
の
う
ち
小
幅
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
る
（
手
拭
い
地
も
小
幅
物
で
あ
る
）。

　
　

 

経
緯
ニ
英
式
番
手
二
十
五
番
以
下
ノ
単
糸
又
ハ
五
十
番
以
下
ノ
合
撚
糸
ヲ
用

ヒ
タ
ル
綿
織
物
ニ
シ
テ
左
ニ
掲
グ
ル
モ
ノ

　
　

 

小
幅
物 

 

縞
木
綿
、
絣
木
綿
、
染
絣
、
織
色
木
綿
、
晒
及
生
木
綿
、
綿
ネ
ル
、
裏
地
木

綿
、
石
底
地）

35
（

　
「
二
十
五
番
以
下
ノ
単
糸
」
ま
た
は
「
五
十
番
以
下
ノ
合
撚
糸
」
と
は
比
較
的

太
い
糸
を
意
味
し
（
糸
番
手
は
数
が
小
さ
い
ほ
ど
太
い
）、
あ
げ
ら
れ
た
品
目
は

政
府
の
買
い
上
げ
対
象
と
な
る
実
用
織
物
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
以
外
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（
一
八
）

の
製
造
済
小
幅
綿
織
物
は
届
け
出
に
よ
り
、
染
色
等
の
加
工
や
、
生
産
者
、
卸
売

業
者
の
販
売
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
代
の
手
拭
い
地
に

は
通
常
、
経
緯
二
〇
番
手
以
下
の
糸
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
制
限
解
除
の
対

象
外
と
な
る
。

　

こ
の
制
限
解
除
省
令
の
具
体
的
対
象
に
つ
い
て
、
前
述
の
七
月
二
〇
日
通
牒

に
、
手
拭
い
地
も
含
め
、
次
の
よ
う
に
特
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

二
、
綿
織
物
及
綿
莫
大
小

　
　
　
（
一
）
加
工
業
者
が
加
工
ヲ
為
ス
場
合
ハ
全
部
許
可
ス
ル
コ
ト

　
　
　
（
二
）
卸
売
業
者
及
製
造
業
者
ノ
手
持
品
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
数
量
ヲ
調
査
シ

　
　
　
（
1
） 

中
形
、
特
殊
模
様
入
ノ
手
拭
地
、
印
入
半
纏
地
ハ
全
部
許
可
ス
ル

コ
ト）

36
（

（
後
略
）

　
（
一
）
は
、
前
記
商
工
省
令
第
六
二
号
別
表
以
外
の
綿
織
物
（
ス
フ
混
も
含
む
）

の
加
工
届
け
出
は
許
可
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。（
二
）（
1
）
は
具
体
的
な
許
可

項
目
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
中
形
」
は
東
京
を
中
心
に
伝
統
的
に
制
作
さ
れ
て

き
た
中
形
染
浴
衣
地
で
あ
る
。
中
形
浴
衣
地
は
前
記
の
糸
番
手
基
準
に
該
当
せ

ず
、
時
節
柄
、
需
要
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
の
通
知
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

「
特
殊
模
様
入
ノ
手
拭
地
」
と
は
既
製
品
以
外
を
指
し
、
個
人
、
商
店
、
企
業
等

の
配
り
手
拭
い
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
進
物
用
に
需
要
の
高
い
季
節
で

あ
り
、「
印
入
半
纏
」（
店
の
印
を
染
め
た
半
纏
）
と
と
も
に
別
注
品
で
あ
る
。
手

拭
い
地
自
体
は
織
糸
番
手
の
制
限
に
抵
触
す
る
が
、
誂
え
意
匠
を
染
め
た
も
の
は

他
に
転
用
で
き
な
い
た
め
受
注
済
分
の
加
工
が
速
や
か
に
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
特
記
事
項
の
背
景
に
は
東
京
織
物
同
業
組
合
の
政
府
へ
の
陳
情
が
あ
っ

た
と
い
う）

37
（

。
浴
衣
や
手
拭
い
が
重
要
品
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
両
者
は

同
じ
綿
製
品
で
あ
っ
て
も
統
制
上
の
位
置
付
け
は
異
な
る
こ
と
に
注
意
を
要
す

る
。

　

実
用
衣
料
供
給
分
の
綿
製
品
買
い
上
げ
準
備
が
整
っ
た
七
月
二
九
日
に
は
商
工

省
令
第
七
〇
号
「
綿
糸
、
綿
織
物
又
ハ
綿
莫
大
小
ノ
加
工
ヲ
地
方
長
官
ノ
許
可
制

ト
ス
ル
件
」
が
公
布
施
行
さ
れ
、
前
月
二
九
日
施
行
の
綿
製
品
加
工
制
限
は
改
め

て
解
除
さ
れ
た）

38
（

。
こ
れ
に
よ
り
前
述
商
工
省
令
第
六
二
号
で
規
定
さ
れ
た
別
表
の

実
用
綿
織
物
、
即
ち
小
幅
綿
織
物
で
は
前
述
の
「
経
緯
ニ
英
式
番
手
二
十
五
番
以

下
ノ
単
糸
又
ハ
五
十
番
以
下
ノ
合
撚
糸
ヲ
用
ヒ
タ
」、「
縞
木
綿
、
絣
木
綿
、
染

絣
、
織
色
木
綿
、
晒
及
び
生
木
綿
、
綿
ネ
ル
、
裏
地
木
綿
、
石
底
地
」
に
つ
い
て

も
、
地
方
長
官
の
許
可
を
受
け
た
場
合
、
加
工
を
認
め
る
と
し
た
。
在
庫
品
の
木

綿
手
拭
い
地
（
含
ス
フ
混
）
は
許
可
を
受
け
て
染
め
加
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。︵

4
︶
特
免
綿
製
品
と
し
て
の
手
拭
い
地
製
造

　

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
八
月
一
四
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
、
手
拭
い

地
の
小
幅
白
木
綿
を
、
紺
絣
と
と
も
に
「
綿
製
品
特
免
」
の
中
に
加
え
る
こ
と
に

商
工
省
の
方
針
が
決
定
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る）

39
（

。「
特
免
品
」
と
は
六
月
二
九

日
施
行
「
綿
製
品
ノ
製
造
制
限
ニ
関
ス
ル
件
」
の
但
し
書
き
の
許
可
を
受
け
て
製

造
す
る
綿
織
物
を
指
す
。
特
免
品
に
つ
い
て
は
七
月
以
降
、
追
加
、
修
正
が
加
え

ら
れ
、
落
綿
糸
や
再
生
綿
糸
を
多
く
用
い
た
綿
織
物
や
国
産
綿
花
の
み
を
使
う
織

物
等
の
製
造
が
許
可
さ
れ
る）

40
（

。
九
月
二
六
日
の
通
牒
に
お
い
て
絣
木
綿
等
と
並
び

「
経
に
混
紡
糸
、
緯
ニ
綿
糸
以
外
の
糸
類
を
使
用
ス
ル
手
拭
地
」
が
特
免
品
に
追

加
さ
れ
た）

41
（

。
原
則
と
し
て
一
切
の
綿
織
物
製
造
が
停
止
さ
れ
る
中
、
特
免
品
と
し
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（
一
九
）

て
綿
混
手
拭
い
地
が
製
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
特
免
手
拭
い
地
の
規
格

は
、
後
に
「
純
綿
糸
」「
混
紡
糸
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る）

42
（

。

︵
5
︶﹁
物
品
販
売
価
格
取
締
規
則
﹂
施
行
︱
価
格
統
制
と
公
定
価
格
表
示

　

時
期
は
前
後
す
る
が
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
九
日
、
商
工
省
令

「
物
品
販
売
価
格
取
締
規
則
」
が
公
布
施
行
さ
れ
、
前
述
の
「
繊
維
製
品
販
売
価

格
取
締
規
則
」
は
こ
れ
に
統
合
さ
れ
る
形
と
な
っ
た）

43
（

。
商
工
大
臣
が
指
定
し
た
物

品
は
、
指
定
の
前
日
の
販
売
価
格
、
ま
た
は
商
工
大
臣
あ
る
い
は
地
方
長
官
が
指

定
し
た
販
売
価
格
を
越
え
て
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
則
で
あ
る
。
物
資

不
足
に
よ
る
価
格
高
騰
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
綿
製
品
に
つ
い
て
も
各
地
方

長
官
指
定
の
最
高
価
格
が
定
め
ら
れ
た
。「
物
品
販
売
価
格
取
締
規
則
」
に
従
っ

た
公
定
価
格
は
値
札
に
「
○公
」
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

た
め
、「
マ
ル
コ
ー
」
価
格
と
い
わ
れ
た
。
東
京
織
物
問
屋
同
業
組
合
で
は
、
昭

和
一
三
年
一
二
月
二
八
日
付
け
の
公
定
価
格
決
定
商
品
に
対
す
る
販
売
価
格
表
示

に
関
す
る
所
管
警
察
書
か
ら
の
通
達
に
基
づ
き
、
○公
表
示
を
組
合
員
に
励
行
さ

せ
た）

44
（

。

　

公
定
価
格
資
料
を
参
照
す
る
と
、
手
拭
い
地
に
つ
い
て
は
昭
和
一
四
年

（
一
九
三
九
）
二
月
二
八
日
の
「
東
京
織
物
自
制
価
格
表
」、
同
年
四
月
一
〇
日
の

大
阪
府
告
示
公
定
価
格
表
に
「
特
免
」
生
地
の
手
拭
い
が
み
ら
れ
、
こ
の
時
期

「
特
免
」
生
地
手
拭
い
が
民
間
に
流
通
し
、
加
工
、
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る）

45
（

。
︵
6
︶
綿
製
品
の
配
給
制
︑
切
符
制

　

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
三
日
に
は
、
商
工
省
か
ら
各
地
方
長
官
宛
て

に
「
特
免
綿
織
物
配
給
に
関
ス
ル
件
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
通
牒
（
一
五
繊
第

七
九
一
号
）
が
出
さ
れ
た）

46
（

。

　
　

 （
前
略
）
綿
製
品
ニ
付
テ
ハ
昭
和
一
三
年
六
月
二
十
八
日
以
降
原
則
ト
シ
テ

其
ノ
製
造
ヲ
禁
止
シ
唯
生
産
資
材
其
ノ
他
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
製
品
ニ
限
リ
之
ガ

製
造
ヲ
認
メ
（
中
略
）
一
般
消
費
資
材
ニ
付
テ
ハ
最
近
市
中
の
在
荷
ノ
品
又

ハ
家
庭
ノ
手
持
品
モ
漸
ク
減
少
シ
（
中
略
）
現
在
製
造
シ
ツ
ヽ
ア
ル
少
量
ナ

ル
綿
製
品
ノ
中
取
敢
ズ
左
記
ノ
品
目
ニ
対
シ
最
モ
適
切
ナ
ル
方
面
ニ
公
平
ニ

配
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
刻
下
ノ
急
務
ナ
リ
ト
認
メ
爾
今
毎
月
計
画
的
ニ
貴
道
府
県

ニ
対
シ
一
定
数
量
ヲ
割
当
ツ
ル
コ
ト
ト
相
成
候
（
後
略
）

　

こ
の
前
文
に
次
い
で
配
給
対
象
と
な
る
特
免
綿
織
物
が
列
記
さ
れ
る
中
、
絣
木

綿
、
綿
ネ
ル
、
肌
着
用
綿
布
、
ガ
ラ
紡
毛
布
と
並
び
、「
手
拭
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
特
免
」
生
地
の
手
拭
い
は
昭
和
一
三
年
秋
頃
か
ら
製
造

さ
れ
、
こ
れ
が
加
工
販
売
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
五
年
五
月
時
点
で

は
特
免
綿
織
物
供
給
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
り
、
民
間
の
需
要
は
主
と
し
て
従
来

か
ら
の
在
庫
で
何
と
か
賄
わ
れ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
原
料
確
保
が
厳
し
く
な
る

中
、
供
給
管
理
を
徹
底
す
べ
く
配
給
制
が
施
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

配
給
制
度
に
つ
い
て
、
通
牒
に
は
右
に
続
き
「
一
般
消
費
用
綿
製
品
配
給
統
制

要
綱
」
と
し
て
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
二
月
二
六
日
施
行
「
繊
維
製
品
配

給
統
制
規
則
」
に
基
づ
き
、
日
本
特
免
織
物
製
造
株
式
会
社
に
集
荷
さ
れ
た
綿
製

品
の
一
部
の
配
給
を
開
始
す
る
こ
と
、
手
拭
い
等
に
つ
い
て
は
購
入
票
制
度
を
設

け
、
購
入
票
と
引
き
替
え
に
現
品
販
売
す
る
こ
と
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
中
に
は
手
拭
い
用
で
は
な
い
が
、
昭
和
一
六
年
二
月
か
ら
三
月
二
〇
日
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（
二
〇
）

迄
と
利
用
期
限
を
記
し
た
特
免
綿
織
物
の
配
給
票
が
あ
る
）。
手
拭
い
は
全
国
民

を
対
象
に
配
給
す
る
予
定
だ
が
当
面
十
分
な
供
給
が
な
い
た
め
「
隣
保
団
体
単
位

ニ
購
入
票
ヲ
交
付
」
し
、
団
体
内
で
は
抽
籤
等
に
よ
り
被
配
給
者
を
決
定
す
る
こ

と
、
と
あ
る
。
昭
和
一
五
年
五
月
以
降
、
木
綿
手
拭
い
（
ス
フ
混
含
む
）
は
特
免

品
と
し
て
配
給
制
下
に
置
か
れ
、
割
当
の
稀
な
配
給
品
購
入
に
際
し
意
匠
を
選
ぶ

こ
と
な
ど
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
二
〇
日
、
商

工
省
令
「
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規
則
」
が
公
布
施
行
さ
れ）

47
（

、
衣
料
点
数
切
符

に
よ
る
衣
料
品
販
売
が
始
ま
っ
た
。
手
拭
い
や
タ
オ
ル
の
購
入
に
は
普
通
の
切
符

の
ほ
か
「
制
限
小
切
符
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
全
国
民
に
必
要
な
実
用
品
な
の
で

特
に
制
限
し
た
の
で
あ
る
。
手
拭
い
は
一
枚
三
点
、
枚
数
は
手
拭
い
ま
た
は
タ
オ

ル
年
間
二
枚
ま
で
で
あ
っ
た
。
衣
料
切
符
は
戦
争
末
期
に
は
物
資
欠
乏
に
よ
り
カ

ラ
切
符
と
化
し
た
。

三
︑ 

豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
戦
時
体
制
の
手
拭
い
制
作
へ
の

影
響

　

こ
こ
で
手
拭
い
制
作
の
前
提
と
な
る
木
綿
手
拭
い
地
の
供
給
に
つ
い
て
再
度
確

認
し
て
み
た
い
。
木
綿
染
織
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
以
降
ス
フ
等
代

用
繊
維
三
割
以
上
混
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
同
七
月
以
降
は
原
則
製
造
停
止
と
な

る
が
、
民
需
実
用
品
用
「
特
免
品
」
綿
織
物
製
造
の
一
環
と
し
て
、
特
免
品
木
綿

手
拭
い
地
が
生
産
さ
れ
た
。
現
実
の
供
給
を
考
え
れ
ば
、
特
免
手
拭
い
地
以
外
に

も
、
綿
製
品
製
造
制
限
以
前
に
生
産
さ
れ
た
在
庫
品
が
あ
る
う
ち
は
、
政
府
買
い

上
げ
品
を
除
き
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
他
方
、
在
庫
品
が
尽
き
、
特
免
生

地
の
供
給
も
不
足
が
ち
に
な
る
に
従
い
ス
フ
な
ど
代
用
繊
維
の
多
い
生
地
を
用
い

る
こ
と
が
増
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
一
五
年
の
配
給
制
導
入
時
に
は
、
特
免

綿
織
物
手
拭
い
は
意
匠
を
問
う
余
地
も
な
い
供
給
不
足
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
方
制
作
（
意
匠
の
調
整
と
染
め
加
工
）
の
環
境
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
加

工
に
は
届
け
出
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
事
情
を
考
え
れ
ば
、
誂
え
染
め
な
ど
は
結

果
と
し
て
い
ず
れ
か
の
時
点
で
制
約
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

昭
和
一
三
年
夏
以
降
の
手
拭
い
地
公
定
価
格
指
定
資
料
を
参
照
す
る
と
、
別
誂

え
、
細
川
、
差
し
分
け
等
、
意
匠
と
加
工
の
選
択
幅
を
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
。

　

東
京
府
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
二
九
日
指
定
資
料
で
は
「
東
京
本
染

手
拭
」
は
一
〇
本
取
り
一
反
の
価
格
が
一
色
、
二
色
、
細
川
に
三
区
分
さ
れ
、
上

等
の
生
地
の
場
合
の
加
算
額
と
並
び
「
甲
誂
は
十
本
取
り
一
反
に
付
七
銭
高　

名

入
別
誂
染
は
含
ま
ず
」
と
み
え
る）

48
（

。
こ
の
段
階
で
は
、
個
人
の
誂
え
も
含
め
、
従

来
通
り
の
手
拭
い
制
作
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
同
一
四
年
二

月
二
八
日
「
東
京
織
物
自
制
価
格
表
」
で
は
「
特
免
坂
手
拭
」「
特
免
地
手
拭
」

に
つ
い
て
同
様
に
一
色
、
差
し
分
け
、
細
川
の
別
と
生
地
の
違
い
に
よ
る
価
格
が

表
示
さ
れ）

49
（

、
手
の
込
ん
だ
細
川
を
含
む
多
様
な
手
拭
い
が
特
免
生
地
で
制
作
さ
れ

市
販
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
誂
え
に
つ
い
て
の
表
記
は
み
え
な

い
。
同
一
四
年
四
月
一
〇
日
大
阪
府
告
示
第
四
三
八
号
の
公
定
価
格
表
で
は
「
特

免
泉
州
生
地
手
拭
」
と
「
同
特
殊
染
誂
」
の
価
格
が
示
さ
れ
、
註
に
「
本
表
ニ
掲

ゲ
ザ
ル
銘
柄
ノ
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
本
表
ノ
銘
柄
ヲ
基
準
ト
シ
格
差
ヲ
附
シ
テ
定
ム
ル

モ
ノ
ト
ス
」
と
み
え
る）

50
（

。
特
免
生
地
で
、
誂
え
染
め
、
あ
る
い
は
標
準
以
上
の

凝
っ
た
加
工
の
手
拭
い
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
な
る
と
ス
フ
手
拭
い
地
公
定
価
格
も

示
さ
れ
る
。
東
京
府
の
昭
和
一
四
年
三
月
一
七
日
指
定
ス
フ
織
物
最
終
販
売
最
高
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（
二
一
）

価
格
で
は
、「
浴
用
手
拭
地
（
関
東
）」「
同
（
関
西
）」
に
「
並
染
」「
細
川
染
」

の
別
が
あ
る
が
、
同
年
七
月
二
〇
日
東
京
府
指
定
資
料
で
は
「
オ
ー
ル
ス
フ
手
拭

　

差
分
」
異
種
の
み
と
な
る）

51
（

。
実
際
に
実
用
的
か
否
か
は
別
と
し
て
、「
オ
ー
ル

ス
フ
手
拭
」
は
染
め
や
意
匠
に
凝
る
こ
と
の
な
い
実
用
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
配
給
制
と
な
っ
た
特
免
綿
織
物
手
拭
い
に
つ
い
て
昭
和
一
五
年

（
一
九
四
〇
）
七
月
二
日
商
工
省
告
示
第
三
三
〇
号
、「
価
格
等
統
制
令
第
七
條
ノ

規
定
ニ
依
ル
帆
布
加
工
品
及
其
ノ
他
ノ
加
工
綿
布
ノ
販
売
価
格
指
定
ニ
関
ス
ル

件
」
で
は
「
手
拭
」
は
「
手
捺
染
（
略
）
一
本
ニ
付
〇
・
一
九
円
」
の
一
種
の
み

示
さ
れ
て
い
る）

52
（

。
当
然
、
一
本
単
位
の
配
給
購
入
で
あ
る
。
特
免
綿
織
物
は
一
元

的
統
制
の
下
で
生
産
さ
れ
た
生
地
を
加
工
し
た
上
で
配
給
さ
れ
た）

53
（

。
手
拭
い
の
染

め
意
匠
の
調
整
は
「
加
工
」
の
一
要
素
で
あ
る
。
平
時
の
自
由
な
制
作
と
は
異
な

る
管
理
体
制
下
で
、
配
給
用
手
拭
い
の
意
匠
は
選
定
さ
れ
染
め
ら
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
誂
え
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
照
ら
し
、
第
一
節
で
注
目
し
た
日
中
戦
争
開
戦
後
の
制
作

と
確
定
も
し
く
は
推
定
さ
れ
る
一
二
件
の
手
拭
い
の
位
置
付
け
を
再
び
考
え
て
み

た
い
。
一
二
件
は
、
美
術
手
拭
い
、
あ
る
い
は
誂
え
染
め
（「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」

「
凱
旋
記
念　

禮
羽
村
青
年
団
」「
加
藤
伍
株
式
会
社
」）
と
、
そ
れ
以
外
の
既
製

品
に
分
類
で
き
る
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
解
説
書
奥
付
が
昭
和
一
四
年

（
九
三
九
）
三
月
で
あ
る
「
京
の
ひ
と
ゝ
せ
」（
図
7
か
ら
図
11
）
は
、
一
三
年
夏

以
降
の
綿
製
品
の
統
制
下
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
生
地
は
前
述

の
よ
う
に
滲
み
の
状
態
か
ら
ス
フ
混
率
が
高
い
緯
糸
を
用
い
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
こ
れ
が
こ
の
時
点
で
の
「
特
免
品
」
生
地
か
、
在
庫
品
利
用
か
は
判
断
で
き

な
い
が
、
作
品
自
体
の
性
格
は
実
用
綿
製
品
へ
の
供
給
確
保
と
い
う
「
特
免
品
」

の
趣
旨
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。
貼
付
さ
れ

た
「
京
都
タ
オ
ル
染
手
拭
卸
商
業
組
合
」
公

定
価
格
販
売
表
示
シ
ー
ル
に
「
京
都
○公
格

差
品
」
と
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る

（
図
21
）。「
格
差
品
」
と
は
、
前
述
の
一
四

年
四
月
の
大
阪
府
公
定
価
格
表
の
註
に
照
ら

せ
ば
、
一
般
的
規
格
を
越
え
て
い
る
た
め
格
差
分
を
附
し
価
格
を
定
め
た
品
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。
格
別
に
手
の
込
ん
だ
細
川
技
法
を
駆
使
し
た
こ
の
作
品
は
通

常
規
格
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
必
要
最
低
限
の
内
需
向
け
物
資
確
保
を
前
提
に

統
制
が
重
ね
ら
れ
、
国
内
経
済
、
国
民
生
活
維
持
に
必
須
の
綿
製
品
供
給
確
保
が

模
索
さ
れ
る
中
で
、
実
用
か
ら
距
離
を
置
き
意
匠
と
技
を
追
求
し
た
こ
の
よ
う
な

美
術
手
拭
い
の
制
作
は
容
認
さ
れ
難
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
が

非
売
品
と
さ
れ
た
こ
と
は
認
可
の
状
況
と
も
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
本

作
に
携
わ
っ
た
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
美
術
手
拭
い
が
許
容
さ
れ
る
限
界
を
認
識

し
、
最
後
の
記
念
の
意
味
も
込
め
て
制
作
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
加
藤
伍
株
式
会
社
」（
図
20
）
は
、
経
緯
糸
両
方
に
沿
っ
て
染
料
が
滲
ん
だ
状

態
か
ら
ス
フ
一
〇
〇
％
も
し
く
は
経
緯
糸
と
も
ス
フ
混
率
の
高
い
生
地
が
用
い
ら

れ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
手
拭
い
制
作
に
あ
た
り
、
可
能
で
あ
れ
ば
木
綿
地
が
第

一
選
択
と
さ
れ
る
。
本
作
制
作
時
点
で
は
特
免
木
綿
地
は
別
注
品
に
は
使
用
で
き

な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
配

給
制
実
施
後
は
当
然
だ
が
、
そ
れ
以
前
、
一
四
年
の
い
ず
れ
か
の
時
期
か
ら
実
質

的
に
入
手
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
加
工
認
可
が
下
り
な
い
な
ど
の
状
況
が
あ
り
得

た
と
考
え
ら
れ
る
。
物
資
統
制
が
進
行
す
る
中
、
配
り
物
な
ど
別
注
品
制
作
が
圧

迫
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
そ
の
中
で
も
ス
フ
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（
二
二
）

地
で
あ
ろ
う
と
恒
例
の
配
り
手
拭
い
を
注
文
制
作
し
続
け
た
人
々
が
あ
っ
た
こ
と

を
本
作
例
は
伝
え
て
い
る
。

　
「
凱
旋
記
念　

禮
羽
村
青
年
団
」（
図
13
）
は
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
二

月
一
日
の
「
綿
製
品
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
」
施
行
以
降
い
ず
れ

か
の
段
階
で
、
木
綿
手
拭
い
地
の
新
規
入
手
不
能
、
あ
る
い
は
物
資
有
効
活
用
の

た
め
手
持
ち
の
未
使
用
反
物
に
重
ね
染
め
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
満
州
事
変
時

ま
で
は
み
ら
れ
た
凱
旋
記
念
手
拭
い
の
誂
え
が
困
難
と
な
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い

る
。
当
初
か
ら
染
め
ら
れ
て
い
る
部
分
に
は
「
賞
」
の
文
字
が
み
え
、
元
々
の
手

拭
い
地
は
恐
ら
く
村
の
行
事
の
参
加
賞
用
に
準
備
さ
れ
、
例
年
使
用
す
る
た
め
未

使
用
分
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
平
和
な
村
の
行
事
に
文

字
通
り
戦
争
の
影
が
重
な
り
、
図
ら
ず
も
象
徴
的
な
一
枚
が
残
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
既
製
品
グ
ル
ー
プ
の
九
件
は
、
い
ず
れ
も
目
立
っ
た
染
め
滲
み
は
な

く
、
図
16
一
点
が
広
幅
木
綿
地
転
用
で
あ
る
他
は
、
生
地
の
質
感
を
目
視
す
る
限

り
通
常
の
木
綿
手
拭
い
地
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
う
ち
「
日
の
丸
、
地

球
に
飛
行
機
」（
図
15
）
は
、
前
述
の
よ
う
に
意
匠
と
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
と
の

関
連
に
注
目
す
れ
ば
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
夏
以
降
に
特
免
手
拭
い
地
で
制

作
さ
れ
た
可
能
性
を
持
つ
が
、
手
拭
い
の
配
給
規
格
は
一
種
の
み
で
あ
る
こ
と
と

三
色
差
し
分
け
と
い
う
や
や
凝
っ
た
加
工
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き

か
検
討
を
要
す
る
。

　

他
の
八
件
は
い
ず
れ
も
白
地
の
中
央
部
に
同
じ
よ
う
な
文
字
寸
で
、
体
制
協
力

を
呼
び
か
け
る
標
語
を
一
色
ま
た
は
二
色
で
染
め
た
類
型
的
な
意
匠
で
あ
り
、
一

定
規
格
の
下
で
制
作
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
制
作
期
の
上
限
を

最
大
限
広
げ
て
と
ら
え
れ
ば
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
の
国
民
精
神
総

動
員
計
画
実
施
要
綱
発
表
以
降
と
な
ろ
う
が
、
通
常
の
消
費
生
活
が
営
ま
れ
て
て

い
た
一
二
年
秋
時
点
で
、
た
だ
ち
に
こ
の
よ
う
規
格
品
が
多
く
制
作
さ
れ
た
と
は

考
え
難
く
、
ま
た
何
ら
か
の
国
策
協
力
団
体
の
制
作
で
あ
れ
ば
団
体
名
を
入
れ
る

の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
三
年
秋
以
降
製
造
さ
れ
た
特
免
手
拭
い
地
を
加

工
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
こ
の
中
に
は
昭
和

一
五
年
二
月
施
行
「
繊
維
製
品
配
給
統
制
規
則
」
に
基
づ
き
同
年
夏
以
降
実
施
さ

れ
た
配
給
品
の
手
拭
い
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
え
る）

54
（

。
中
で
も

「
一
億
一
心
」
同
柄
三
点
中
の
一
点
（
図
16
）
は
シ
ャ
ツ
な
ど
に
用
い
る
よ
う
な

広
幅
生
地
を
切
っ
て
端
ミ
シ
ン
を
か
け
た
通
常
商
品
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
本
来
輸
出
用
で
あ
っ
た
生
地
を
転
用
し
た
可
能
性
も
あ
る）

55
（

。
先
に
示
し
た

一
五
年
七
月
二
日
商
工
省
告
示
販
売
価
格
指
定
資
料
で
は
配
給
特
免
手
拭
い
の
加

工
方
法
は
「
手
捺
染
」
と
さ
れ
て
い
た
。
手
拭
い
に
は
一
般
的
で
な
い
手
捺
染
と

す
る
規
定
に
疑
問
が
残
る
が）

56
（

、
染
め
加
工
は
手
拭
い
の
基
本
規
格
で
あ
っ
た
。
こ

の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
配
給
用
特
免
手
拭
い
地
を
染
め
る
に
あ
た
り
、
政
府
広
報

チ
ラ
シ
の
よ
う
な
意
匠
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
十
分
な
供
給
も
困

難
な
手
拭
い
に
格
別
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
効
果
が
期
待
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
た

だ
何
ら
か
の
意
匠
を
染
め
る
こ
と
が
手
拭
い
と
い
う
商
品
の
条
件
で
あ
る
以
上
、

辛
う
じ
て
生
産
さ
れ
る
配
給
品
に
対
し
こ
の
種
の
標
語
意
匠
は
無
難
な
選
択
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
豊
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
検
討
を
通
し
、
戦
時
体
制
が
手
拭
い
制
作
に
何

を
も
た
ら
し
た
の
か
を
と
ら
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
震
災
か
ら
復
興
し
た
東
京
の

― 71 ―― 70 ―



（
二
三
）

平
穏
な
近
代
都
市
景
観
を
染
め
出
し
た
「
帝
都
十
景
手
拭
」
が
制
作
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
六
年
か
ら
一
〇
年
頃
、
鑑
賞
主
体
の
創
作
手
拭
い
が
盛
行
す
る
最
中
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
僅
か
数
年
後
の
一
二
年
（
一
九
三
七
）
夏
に
日
中
戦
争

に
突
入
、
手
拭
い
地
を
含
む
内
需
用
綿
製
品
の
製
造
は
急
速
に
抑
制
さ
れ
、
加

工
、
販
売
に
も
統
制
が
加
え
ら
れ
て
、
手
拭
い
制
作
の
環
境
は
激
変
し
て
い
っ

た
。

　

生
活
必
需
品
と
し
て
の
木
綿
手
拭
い
地
生
産
は
、
昭
和
一
三
年
秋
以
降
、「
特

免
品
」
と
い
う
形
で
辛
う
じ
て
確
保
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
同
じ
く
木
綿
地
を
注
染

で
加
工
す
る
浴
衣
地
と
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
最
低
限
の
供
給
の
た
め
の
統
制

策
と
、
実
用
を
離
れ
意
匠
と
技
を
追
求
す
る
創
作
手
拭
い
制
作
や
配
り
物
等
の
別

注
品
誂
え
は
相
容
れ
な
い
。
意
匠
自
体
が
統
制
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
素
材

が
欠
乏
し
生
活
必
需
品
と
し
て
の
確
保
が
優
先
さ
れ
た
手
拭
い
か
ら
は
結
果
と
し

て
意
匠
に
創
造
性
や
個
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
た
自
由
な
制
作
の
余
地
は
消
失

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
在
庫
品
に
重
ね
染
め
し
た
「
凱
旋
記
念　

禮
羽
村
青
年

団
」
に
み
る
よ
う
に
兵
士
の
記
念
手
拭
い
も
普
通
に
制
作
で
き
る
環
境
で
は
な
く

な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
急
激
な
状
況
変
化
の
過
程
に
あ
っ
た
昭
和
一
四
年
の
春
、

精
緻
な
注
染
技
法
を
駆
使
し
て
年
中
行
事
図
を
手
拭
い
に
写
し
た
「
京
の
ひ
と
ゝ

せ
」
が
再
制
作
さ
れ
た
。
ス
フ
地
で
配
り
手
拭
い
を
作
り
続
け
た
会
社
も
あ
っ

た
。
許
さ
れ
る
限
り
創
意
を
形
に
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
人
々
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

昭
和
一
五
年
五
月
以
降
、
手
拭
い
を
含
む
特
免
綿
製
品
の
供
給
は
配
給
制
と
な

り
木
綿
手
拭
い
か
ら
意
匠
の
選
択
肢
は
失
わ
れ
た
。
し
か
し
手
拭
い
は
単
な
る
布

片
で
は
な
く
、
染
め
意
匠
を
施
す
こ
と
が
商
品
と
し
て
の
基
本
条
件
で
あ
っ
た
。

標
語
を
染
め
た
定
型
的
な
手
拭
い
は
、
配
給
制
導
入
下
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を

持
つ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
手
拭
い
の
文
化
は
皮
肉
に
も
類
型
的
意
匠
に
よ
る
国

策
の
啓
蒙
と
い
う
皮
相
な
形
で
生
き
続
け
た
。

  

な
お
終
戦
後
も
物
資
不
足
は
続
き
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
衣
料
切

符
制
が
再
び
行
わ
れ
二
五
年
の
正
式
全
廃
ま
で
綿
製
品
に
は
切
符
制
が
残
っ
た
。

綿
製
品
の
価
格
統
制
も
引
き
続
き
行
わ
れ
、
二
六
年
七
月
に
漸
く
廃
止
さ
れ
た
。

注（
1
） 

近
江
晴
子
「
庶
民
芸
術
の
華
・
手
拭
」『
庶
民
の
芸
術　

手
拭　

浮
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

（
染
織
と
生
活
社　

一
九
八
九
年
）
一
五
一
頁
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
編

『
埼
玉
の
注
染
』（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館　

二
〇
〇
七
年
）
八
頁
参
照
。

（
2
） 

乾
淑
子
『
図
説
着
物
柄
に
み
る
戦
争
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会　

二
〇
〇
七
年
）、
同
「
着

物
柄
の
〈
軍
歌
〉」『
戦
争
の
あ
る
暮
ら
し
』（
水
声
社　

二
〇
〇
八
年
）
所
収
ほ
か
。

（
3
） 

た
と
え
ば
朝
鮮
半
島
か
ら
満
州
、
蒙
古
ま
で
を
含
む
地
図
を
捺
染
し
た
「
満
州
国
鳥
瞰

図
」
風
呂
敷
、
椰
子
の
茂
る
南
洋
の
島
の
上
空
を
飛
ぶ
戦
闘
機
を
と
ら
え
た
戦
争
画
を
精

緻
な
型
友
禅
で
染
め
た
「
南
洋
上
空
軍
機
図
」
風
呂
敷
、
富
士
山
図
を
背
景
に
色
紙
形
に

桜
、
歌
詞
を
染
め
た
「
愛
国
行
進
曲
」
風
呂
敷
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
4
） 

隅
田
公
園
は
関
東
大
震
災
後
、
東
京
復
興
三
大
公
園
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
大
正

一
三
年
三
月
一
四
日
の
特
別
都
市
計
画
委
員
会
第
三
回
総
会
に
お
け
る
直
木
倫
太
郎
復
興

局
長
官
の
公
園
新
設
計
画
説
明
の
言
葉
に
「
隅
田
川
ヲ
挟
ン
デ
（
中
略
）
幅
ハ
狭
ク
モ
長

サ
ハ
長
イ
気
持
ノ
良
イ
水
ニ
臨
ン
ダ
公
園
ト
シ
テ
之
ヲ
計
画
シ
タ
イ
」
と
あ
り
、
昭
和
六

年
の
東
京
市
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
「
水
の
公
園
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
以
上
、
川
本
昭

雄
『
隅
田
公
園
』（
郷
学
舎　

一
九
八
一
年
）
二
一
、二
六
頁
参
照
。「
水
の
隅
田
公
園
」

の
題
は
川
の
景
観
と
と
も
に
あ
る
両
岸
に
わ
た
る
公
園
へ
の
共
通
認
識
を
示
し
て
い
る
。
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（
二
四
）

（
5
） 

田
中
緑
紅
（
一
八
九
一
―
一
九
六
九
）
は
、
一
九
一
七
年
に
郷
土
趣
味
社
を
創
立
、「
京

の
ひ
と
ゝ
せ
」
制
作
の
頃
に
は
『
京
の
伝
説
』『
京
の
面
影
』（
い
ず
れ
も
郷
土
趣
味
社　

一
九
三
二
年
）
を
出
版
し
て
い
る
。
緑
紅
の
解
説
書
付
き
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
企
画
の
性

格
を
示
し
て
い
る
。

（
6
） 

本
作
を
制
作
し
た
永
楽
屋
に
一
九
二
九
年
に
入
店
し
た
浮
田
光
治
氏
か
ら
の
伝
聞
。
本
資

料
蒐
集
者
で
あ
る
豊
田
満
夫
氏
に
よ
る
。

（
7
） 

江
馬
務
詞
書
、
中
島
荘
陽
画
『
都
年
中
行
事
画
帖
』（
一
九
二
八
年
跋　

絹
本
著
色
）、
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。

（
8
） 

初
回
制
作
品
は
近
江
晴
子
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
手
拭
い
（
1
）」『
月
刊
染
織
α
』
三
一
号

（
染
織
と
生
活
社　

一
九
八
三
年
一
〇
月
）
所
載
の
浮
田
光
治
氏
所
蔵
品
を
参
照
。

（
9
） 

若
槻
内
閣
編
纂
会
編
『
若
槻
内
閣
』「
第
六
章
軍
制
改
革
」（
若
槻
内
閣
編
纂
会　

一
九
三
一
年
）
四
五
四
頁
参
照
。

（
10
） 『
三
越
』（
三
越
呉
服
店　

一
九
三
三
年
四
月
）
三
八
、三
九
頁
に
、
小
児
用
玩
具
「
タ
ン

ク
型
自
動
車
（
三
十
円
）」、「
A
型
タ
ン
ク
（
三
十
六
円
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

一
九
四
〇
年
八
月
一
日
発
表
の
第
二
次
近
衛
内
閣
、
松
岡
外
相
談
話
に
「
一
、
わ
が
国
当

面
の
外
交
方
針
は
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
、
し
か
し
て
そ
の
大
東
亜
共
栄

圏
は
従
来
東
亜
新
秩
序
圏
乃
至
は
東
亜
安
定
圏
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
同
一
で
あ

り
、
広
く
蘭
印
、
仏
印
な
ど
の
南
方
諸
地
域
を
包
含
し
日
満
支
三
国
は
そ
の
一
環
で
あ
る

こ
と
」
と
あ
る
。「
大
東
亜
共
栄
圏
を
確
立
」『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
一
九
四
〇
年
八
月
二

日
）
参
照
。

（
12
） 「
千
歳
鶴
」
は
創
業
一
八
七
二
年
の
柴
田
酒
造
店
を
前
身
と
し
て
一
九
二
八
年
に
設
立
さ

れ
た
日
本
清
酒
株
式
会
社
の
設
立
当
初
か
ら
続
く
清
酒
銘
柄
で
あ
る
。
千
歳
鶴
公
式
サ
イ

トhttp://w
w

w
.nipponseishu.co.jp/

参
照
。

（
13
） 「
国
民
精
神
総
動
員
新
展
開
の
基
本
方
針
案
」
に
「（
三
）
一
億
一
心
各
そ
の
業
務
に
精
励

し
奉
公
の
誠
を
致
さ
ん
こ
と
を
期
す
」
と
み
え
る
。「
官
民
一
致
、
明
朗
闊
達
の
大
国
民

運
動
を
展
開
！
」『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
一
九
三
九
年
四
月
八
日
）
参
照
。 

（
14
） 

た
と
え
ば
戦
時
下
に
出
版
さ
れ
た
吉
田
禎
男
『
少
国
民
教
育
勅
語
訓
話
』（
教
育
図
書
出

版
社　

一
九
四
一
年
）
に
も
「
三
本
の
矢
」
と
題
し
た
訓
話
が
み
え
る
。

（
15
） 「
国
民
精
神
総
動
員
計
画
実
施
要
項
」
中
に
「（
一
）
日
本
精
神
の
発
揚
社
会
風
潮
の
一
新

（
イ
）
堅
忍
持
久
の
精
神
の
涵
養
」
と
あ
る
。「
国
民
精
神
総
動
員　

実
施
要
項
発
表
さ

る
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
一
九
三
七
年
九
月
一
四
日
）
参
照
。

（
16
） 「
日
本
国
、
独
逸
国
及
伊
太
利
国
間
三
国
條
約
締
結
ニ
関
ス
ル
詔
書
」
に
「
臣
民
（
中
略
）

協
心
戮
力
非
常
ノ
時
局
ヲ
克
服
シ
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
セ
ヨ
」、
ま
た
同
じ
く

「
告
諭
」
に
「
全
国
民
ハ
（
中
略
）
協
心
戮
力
如
何
ナ
ル
難
関
ヲ
モ
突
破
シ
」
と
み
え
る
。

『
官
報
』
四
一
一
九
号
（
一
九
四
〇
年
九
月
二
七
日
）
所
載
参
照
。

（
17
） 

菖
蒲
革
小
紋
が
足
軽
な
ど
の
袴
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
喜
多
川
季
荘
『
守
貞
謾

稿
』（
天
保
八
―
嘉
永
六
年
頃
）
巻
之
一
三
、
後
集
巻
之
四
参
照
。

（
18
） 

一
九
三
八
年
一
一
月
三
日
の
政
府
声
明
で
「
帝
国
の
冀
求
す
る
と
こ
ろ
は
東
亜
永
達
の
安

定
を
確
保
す
べ
き
新
秩
序
の
建
設
に
存
り
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
小
山
貞
知
『
第
三
戦
争

論
』（
満
州
評
論
社　

一
九
三
八
年
）
八
六
頁
参
照
。

（
19
） 

一
九
三
七
年
一
一
月
一
六
日
か
ら
「
愛
国
公
債
」
が
一
斉
売
り
出
し
さ
れ
た
（『
東
京
朝

日
新
聞
』
一
九
三
七
年
一
一
月
二
八
日
参
照
）。
し
か
し
一
九
三
九
年
に
は
公
債
消
化
は

困
難
に
な
っ
て
い
る
（「
経
済
総
力
戦
の
中
間
報
告
書
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
九
年

一
二
月
七
日
参
照
）。

（
20
） 「
軍
機
保
護
法
改
正
法
律
施
行
期
日
」『
官
報
』
三
二
二
九
号
（
一
九
三
七
年
一
〇
月
六
日
）

所
載
参
照
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
を
検
索
す
る
と
防
諜
に
関
す
る
一
般
向
け
啓
蒙

は
、
一
九
四
五
年
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
た
様
子
で
あ
る
。

（
21
） 

た
と
え
ば
「
こ
の
時
局
を
担
い
こ
の
難
事
業
を
引
受
け
て
成
功
す
る
か
否
か
は
一
に
我
が
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（
二
五
）

国
民
が
（
中
略
）
万
民
輔
翼
、
滅
私
奉
公
、
挙
国
一
致
の
体
制
を
強
化
出
来
る
か
出
来
ぬ

か
に
懸
り
」（
一
九
三
九
年
七
月
陸
軍
作
成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
国
家
総
力
戦
の
戦
士
に
告

ぐ
』
よ
り
）
等
。「
国
家
総
力
戦
の
戦
士
に
告
ぐ　

長
期
建
設
の
国
民
体
制　

事
変
二
周

年
に
陸
軍
提
唱
」『
報
知
新
聞
』（
一
九
三
九
年
六
月
一
四
日
）
参
照
。

（
22
） 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
同
意
匠
の
手
拭
い
が
三
点
あ
る
う
ち
、
白
地
一
色
染
め
の
一
点
は
広

幅
木
綿
地
を
手
拭
い
の
巾
に
カ
ッ
ト
し
た
も
の
で
、
四
辺
に
端
ミ
シ
ン
ま
た
は
ミ
シ
ン
目

の
針
穴
跡
が
み
ら
れ
る
。

（
23
） 「
輸
出
入
品
等
ニ
關
ス
ル
臨
時
措
置
ニ
關
ス
ル
件
」『
官
報
』
三
二
〇
八
号
（
一
九
三
七
年

九
月
一
〇
日
）
所
載
参
照
。 

（
24
） 

商
工
省
令
第
二
三
号
「
臨
時
輸
出
入
許
可
規
則
」『
官
報
』
三
二
三
三
号
（
一
九
三
七
年

一
〇
月
一
一
日
）
所
載
参
照
。

（
25
） 「
輸
入
抑
制
と
消
費
節
約　

国
民
協
力
の
必
要
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
一
九
三
七
年
一
〇

月
九
日
）
参
照
。

（
26
） 

商
工
省
令
第
三
五
号
「
綿
製
品
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
等
混
用
規
則
」『
官
報
』

三
二
九
六
号
（
一
九
三
七
年
一
二
月
二
七
日
）
所
載
参
照
。

（
27
） 「
粋
な
浴
衣
や
手
拭
か
ら
消
え
て
ゆ
く
爽
快
味
」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
九
三
八
年
一
月

二
八
日
）。

（
28
） 

商
工
省
令
第
三
七
号
「
綿
製
品
ノ
製
造
制
限
ニ
関
ス
ル
件
」、
商
工
省
令
第
三
八
号
「
綿

製
品
ノ
加
工
制
限
ニ
関
ス
ル
件
」、
商
工
省
令
第
三
九
号
「
綿
製
品
販
売
制
限
ニ
関
ス
ル

件
」、『
官
報
』
三
四
四
五
号
（
一
九
三
八
年
六
月
二
十
九
日
）
所
載
参
照
。

（
29
） 

一
三
調
整
第
五
六
号
「
綿
製
品
ノ
製
造
制
限
ニ
関
ス
ル
件
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
三
八

年
六
月
二
九
日
臨
時
物
資
調
整
局
次
長
通
牒
）
商
工
省
総
務
局
編
『
物
資
統
制
令
関
係
法

規
集
』（
明
文
社　

一
九
四
二
年
）、
三
九
四
頁
参
照
。
こ
の
但
し
書
き
は
加
工
制
限
、
販

売
制
限
に
も
適
用
さ
れ
た
。

（
30
） 「
繊
維
製
品
販
売
価
格
取
締
規
則
」『
官
報
』
三
四
四
五
号
前
掲
註
28
所
載
参
照
。

（
31
） 「
綿
製
品
ノ
製
造
制
限
ニ
関
ス
ル
件
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
前
掲
註
29
参
照
。

（
32
） 

内
田
悌
介
編
『
東
京
織
物
同
業
組
合
史
覚
書
』（
東
京
織
物
卸
商
業
組
合　

一
九
六
三
年
）

一
八
一
頁
。

（
33
） 

商
工
省
令
第
四
〇
号
「
輸
出
綿
製
品
配
給
統
制
規
則
」『
官
報
』
三
四
四
六
号
（
一
九
三
八

年
六
月
三
〇
日
）
所
載
参
照
。

（
34
） 

一
三
調
整
第
一
〇
六
号
「
商
工
省
令
第
六
十
二
号
ノ
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
九
三
八
年

七
月
二
〇
日
臨
時
物
資
調
整
局
次
長
通
牒
）『
物
資
統
制
令
関
係
法
規
集
』
前
掲
註
29
、

四
〇
三
、四
〇
四
頁
参
照
。

（
35
） 

商
工
省
令
第
六
二
号
『
官
報
』
三
四
六
四
号
（
一
九
三
八
年
七
月
二
一
日
）
所
載
参
照
。

（
36
） 「
商
工
省
令
第
六
十
二
号
ノ
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
前
掲
註
34
参
照
。

（
37
） 

こ
の
特
記
事
項
の
背
景
に
は
東
京
織
物
同
業
組
合
の
政
府
へ
の
陳
情
が
あ
っ
た
と
い
う
。

『
東
京
織
物
同
業
組
合
史
覚
書
』
前
掲
註
32
、
一
八
二
、一
八
三
頁
。

（
38
） 

商
工
省
令
第
七
〇
号
「
綿
糸
、
綿
織
物
又
ハ
綿
莫
大
小
ニ
付
染
、
晒
、
裁
断
等
ノ
加
工
ヲ

為
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
キ
ノ
件
」『
官
報
』
三
四
七
一
号
（
一
九
三
八
年

七
月
二
九
日
）。

（
39
） 「
浮
ぶ
紺
絣
と
手
拭
地　

全
ス
・
フ
織
か
ら
「
特
免
」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
九
三
八
年

八
月
一
四
日
）
参
照
。

（
40
） 

七
月
以
降
に
順
次
出
さ
れ
た
「
綿
製
品
ノ
製
造
制
限
ニ
関
ス
ル
件
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
の

通
牒
に
は
次
の
よ
う
な
事
項
が
特
免
対
象
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。
一
三
調
整
第
九
一
号

一
九
三
八
年
七
月
一
四
日
「
落
綿
糸
又
ハ
再
生
綿
糸
ト
綿
糸
以
外
ノ
糸
類
ヨ
リ
ナ
ル
織
物

又
ハ
莫
大
小
ニ
シ
テ
落
綿
又
ハ
再
生
綿
ヲ
重
量
割
合
ニ
於
テ
七
割
以
上
含
ム
モ
ノ
ノ
製
造

ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
」。
一
三
調
四
部
第
二
四
〇
号
一
九
三
八
年
八
月
二
二
日
「
落
綿

ト
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
ヲ
各
々
二
分
ノ
一
宛
混
紡
シ
タ
ル
糸
ニ
シ
テ
英
式
番
手
十
番
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（
二
六
）

ノ
モ
ノ
又
ハ
右
混
紡
糸
ト
綿
糸
以
外
ノ
糸
類
ヨ
リ
ナ
ル
織
物
又
ハ
莫
大
小
」。
一
三
調
四

部
第
三
五
一
号
一
九
三
八
年
九
月
二
六
日
「
国
産
棉
花
ノ
ミ
ヲ
使
用
ス
ル
織
物
又
ハ
莫
大

小
」、
一
三
調
第
九
一
号
の
前
記
事
項
を
「
落
綿
又
ハ
落
綿
糸
ト
綿
糸
以
外
ノ
糸
類
ヨ
リ

ナ
ル
織
物
又
ハ
莫
大
小
」
に
改
正
。
一
三
調
四
部
第
四
五
一
号
一
九
三
八
年
一
〇
月
一
三

日
「
落
綿
ス
・
フ
混
紡
糸
ヲ
使
用
ス
ル
製
品
」。『
物
資
統
制
令
関
係
法
規
集
』
前
掲
註

29
、
三
九
六
―
三
九
八
頁
参
照
。

（
41
） 

一
三
調
四
部
第
三
五
一
号
（
一
九
三
八
年
九
月
二
六
日
臨
時
物
資
調
整
局
第
四
部
長
通

牒
）、『
物
資
統
制
令
関
係
法
規
集
』
前
掲
註
29
、
三
九
七
頁
参
照
。

（
42
） 

商
工
省
告
示
第
九
〇
五
号
「
特
免
綿
織
物
ノ
販
売
価
格
指
定
ノ
件
改
正
」『
官
報
』

四
四
二
七
号
（
一
九
四
一
年
一
〇
月
八
日
）
参
照
。
特
免
品
以
外
で
は
混
紡
糸
の
「
厚
地

手
拭
」（
商
工
省
告
示
第
五
六
四
号
同
年
六
月
三
〇
日
）、「
輸
出
滞
貨
綿
布
生
地
」
使
用

「
注
染
手
拭
」（
商
工
商
告
示
第
一
二
〇
八
号
一
九
四
四
年
一
一
月
二
日
）
も
み
え
る
。

（
43
） 

商
工
省
令
第
五
六
号
「
物
品
販
売
価
格
取
締
規
則
」『
官
報
』
三
四
五
四
号
（
一
九
三
八

年
七
月
九
日
）
参
照
。

（
44
） 『
東
京
織
物
同
業
組
合
史
覚
書
』
前
掲
註
32
、
一
九
七
頁
。

（
45
） 「
東
京
織
物
自
制
価
格
表
」（
一
九
三
九
年
二
月
二
八
日
）、『
須
田
鉄
商
報
』
附
録
第

一
九
九
号
（
東
京
織
物
問
屋
同
業
組
合　

須
田
鉄
商
店
）、
大
阪
府
警
察
部
経
済
保
安
課

編
『
大
阪
府
公
定
価
格
表
』（
帝
国
地
方
行
政
学
会　

一
九
三
九
年
九
月
）
九
七
頁
参
照
。

（
46
） 

一
五
繊
第
七
九
一
号
「
特
免
綿
織
物
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」、
日
本
繊
維
製
品
小
売
商
業
組

合
連
合
会
調
査
課
編
『
繊
維
製
品
配
給
統
制
要
攬
』（
日
本
繊
維
製
品
小
売
商
業
組
合
連

合
会　

一
九
五
一
年
）
六
五
―
七
〇
頁
参
照
。

（
47
） 

商
工
省
令
第
四
号
「
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規
定
」『
官
報
』
第
四
五
〇
七
号

（
一
九
四
二
年
一
月
二
〇
日
）。
同
規
則
は
昭
和
一
八
年
一
月
一
八
日
に
改
正
さ
れ
（
商
工

省
告
示
第
二
八
号
一
九
四
三
年
一
月
一
八
日
）、
衣
料
切
符
点
数
が
全
般
的
に
引
上
ら
れ

た
（
手
拭
い
は
変
更
な
し
）。

（
48
） 

商
工
省
物
価
局
監
修
大
日
本
経
済
統
制
研
究
会
編
『
現
行
商
工
省
並
五
大
都
府
県
公
定
価

格
総
覧
』（
日
本
経
済
社　

一
九
四
一
年
）
一
六
九
頁
参
照
。

（
49
） 「
東
京
織
物
自
制
価
格
表
」
前
掲
註
45
参
照
。

（
50
） 『
大
阪
府
公
定
価
格
表
』
前
掲
註
45
、
九
七
頁
参
照
。

（
51
） 『
現
行
商
工
省
並
五
大
都
府
県
公
定
価
格
総
覧
』
前
掲
註
48
、
四
三
六
、四
六
三
頁
参
照
。

（
52
） 『
現
行
商
工
省
並
五
大
都
府
県
公
定
価
格
総
覧
』
前
掲
註
48
、
一
六
一
頁
参
照
。

（
53
） 

生
産
統
制
会
社
の
管
理
下
に
製
造
さ
れ
た
生
地
が
元
配
給
会
社
に
配
給
さ
れ
て
委
託
加
工

さ
れ
、
こ
れ
が
地
方
別
配
給
会
社
に
配
給
さ
れ
小
売
商
や
百
貨
店
に
割
当
ら
れ
た
。
伊
藤

万
商
店
企
劃
部
経
済
調
査
課
編
『
繊
維
製
品
配
給
統
制
と
配
給
機
構
の
整
備 

前
編
』（
伊

藤
万
商
店
企
劃
部
情
報
課　

一
九
四
一
年
）
七
一
―
八
九
頁
参
照
。

（
54
） 

豊
田
氏
に
よ
れ
ば
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
「
滅
私
奉
公
」「
防
諜
」
は
東
京
で
呉
服
商
を
営

ん
で
い
た
当
初
所
有
者
が
絹
製
品
の
統
制
を
避
け
て
結
城
紬
な
ど
の
高
級
呉
服
を
神
奈
川

県
に
疎
開
し
た
際
に
持
ち
出
し
た
手
拭
い
で
あ
る
。
疎
開
は
「
奢
侈
品
等
製
造
販
売
制
限

規
則
」
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
一
五
年
七
月
あ
る
い
は
絹
製
品
が
「
物
品
販
売
価
格
取
締
規

則
」
の
対
象
と
な
っ
た
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
を
節
目
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
こ
の
頃
の
東
京
で
入
手
さ
れ
た
手
拭
い
で
あ
る
。

（
55
） 「
輸
出
滞
貨
綿
布
生
地
」
使
用
手
拭
い
に
つ
い
て
注
42
参
照
。

（
56
） 

模
様
毎
に
手
作
業
で
染
め
る
手
捺
染
は
手
拭
い
本
来
の
両
面
染
め
に
は
適
さ
な
い
が
、
注

染
の
よ
う
な
設
備
が
不
要
の
た
め
、
標
準
仕
様
と
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
か
。
標
準
的
な

手
拭
い
染
め
手
法
で
あ
る
注
染
で
の
加
工
を
除
外
す
る
規
定
と
は
考
え
に
く
い
。
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別表
「庶民の暮らしと戦争展」（2015年 7月 22日～8月 31日　東京和晒創造館）主要展示資料一覧

凡例：資料名、技法、特記事項／制作年代を記した。「昭和戦前期」は昭和 11年頃までを指す。千人針、浴衣
地以外の資料は全て手拭いである。

1．昭和前期―手拭い文化の洗練
「帝都十景手拭」　注染　差し分け　（本文参照）
「東京駅」図 2／「日比谷公園」図 3／「歌舞伎座」／「清洲橋」図 4／「水の隅田公園」図 5
／「日本橋」／「地下鉄道」図 6／「靖国神社」／「上野」

昭和前期 
（昭和 6から 10年頃か）

日比谷公園　注染　差し分け
昭和 11年竣工の国会議事堂が遠景に見え、昭和 11、2年頃制作と考えられる。

昭和 11、12年頃

「京のひとゝせ」　注染　細川　（本文参照）
「十日戎　福笹（一月）」図 7／「盧山寺鬼の法楽（二月）」／「舞妓と都踊（三月）」／「島原太夫
道中（四月）」／「葵祭（五月）」図 11／「藤森祭の駈馬（六月）」図 9／「祇園会山鉾（七月）」
図 10／「大文字と松ケ崎題目踊（八月）」／「石清水八幡宮放生会（九月）」／「太秦牛祭（十
月）」／「八坂神社舞楽（十一月）」／「南座の顔見世（十二月）」図 8

昭和 14年（1939）3月

2．日露戦争時代の手拭い
「我軍之大勝利」　注染　細川　（本文参照） 明治後期
「奉天府　日本軍大勝利」　注染　差し分け　（本文参照） 明治後期
「出征軍萬歳」　地染まり一色　（本文参照） 明治後期
「東洋強国誉」　注染　細川　（本文参照） 明治後期か
3．凱旋記念、除隊記念の手拭い
「近衛歩兵第四聯隊」　注染　差し分け　（本文参照） 明治後期から昭和前期
「歩兵第三十三聯隊　帰休紀念」　注染　差し分け　（名入れ手拭い）
「軽き身に重き任務をつゝがなく果して帰る今日のうれしさ」の歌と、銃剣に旭日旗、陸
軍の軍帽軍服の星章にちなむ星をあらわす。

明治後期から昭和前期

「第三師団　満期輜重兵」　注染　差し分け　（名入れ手拭い）
日の丸と旭日旗を交差させ「満期輜重兵」と大きく染める。満期除隊の配り物用。

明治後期から昭和前期

「戸山学校分遣　満期　歩兵第三十四聯隊」　注染　差し分け　（名入れ手拭い）
日の丸と旭日旗を交差させ「満期　歩兵第三十四聯隊」と染める。満期除隊の配り物。

明治後期から昭和前期

「分遣紀念　陸軍歩兵学校　歩兵第六聯隊」　捺染
陸軍歩兵学校校舎図と旗、桜と文字がタオル地に捺染されている。

大正から昭和前期

「記念　野砲兵第一聯隊」　注染　差し分け　（名入れ手拭い）
「軽き身に重き務めを恙なく果して帰へる今日そ嬉しき」の歌と野砲図を染める。

明治後期から昭和前期

「輜重兵満期紀念」　注染　差し分け　（名入れ手拭い）　
三頭の馬が肩を並べ走る図。このモチーフは輜重兵の配り物に多くみられる。

明治後期から昭和前期

「満州派遣凱旋記念　野砲兵第二十聯隊」　注染　差し分け　（本文参照）　図 12 昭和前期
「上海出征凱旋記念　歩兵第五十九聯隊」　注染　差し分け　（名入れ手拭い）
「武夫のつとめつくして古里へ」の句にヘルメット等。昭和 7年第一次上海事変記念か。

昭和前期

「凱旋記念　禮羽村青年団」　注染　（本文参照）　図 13 昭和戦中期
4．出征兵士を送る
「祈武運長久」丸に三つ割菊紋　注染　差し分け　（本文参照） 昭和前期から戦中期
「祈　武運長久　愛国婦人会三重県支部」　注染　差し分け　（本文参照） 昭和前期から戦中期

千人針　捺染　
黄色晒し布に朱で印をつける。右端に制作者の名と住所を記した墨書。未完成品。

昭和戦中期

慰問袋　軍人勅諭　注染　差し分け　（本文参照） 昭和戦中期
5．手拭いにみる戦争と暮らし
日の丸、戦車　注染　差し分け　（本文参照）　図 14 昭和前期
大砲　注染　細川
発射する大砲、図案化された噴煙をあらわす。左下隅に「K.Nobei」のサインを染める。

昭和前期

日の丸、地球に飛行機　注染　差し分け　（本文参照）　図 15 昭和戦中期
「千歳鶴」　桜にヘルメットと刀　注染　差し分け　（本文参照） 昭和前期
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「皇軍万歳」日章旗と日の丸に星　注染　差し分け
日の丸、日章旗、星を中心に、上に「皇軍万歳」の文字、下に満州事変で日本軍が侵攻
した奉天城を思わせる中国風城門を染める。幅中央に青糸の筋入り。

昭和前期から戦中期

「祈武運長久」日の丸　注染　差し分け
幅中央に青糸が織り込まれ、上に日の丸、下に「祈武運長久」。折ると鉢巻になる。

昭和前記から戦中期

「教育勅語」　注染　白地一色
教育勅語の全文が染められている。
「七生報国」　注染　差し分け
日の丸と刀を中心に据え、尊皇思想の象徴楠木正成像と「七生報国」の語を配する。

昭和戦中期か

「東亜建設」　注染　差し分け　（本文参照） 昭和戦中期
「公債一枚興亜の緑葉」　注染　差し分け　（本文参照） 昭和戦中期
「堅忍持久」　注染　差し分け　（本文参照）　図 17 昭和戦中期
「協心戮力」　注染　差し分け　（本文参照）　図 18 昭和戦中期
「滅私奉公」　注染　差し分け　（本文参照）　 昭和戦中期
「防諜　知るを自慢に話すな秘密」　注染　差し分け　（本文参照）　図 19 昭和戦中期
「一億一心」　注染　差し分け二点／白地一色一点　（本文参照）　図 16 昭和戦中期
6．木綿製品物資統制関係資料
「加藤伍株式会社」　注染　差し分け　（本文参照）　図 20 昭和戦中期
夫婦岩と旭日　捺染
通常の手拭い地より太い糸の粗い布に、素朴な型摺りで夫婦岩と旭日を染めている。

昭和戦中期か

浴衣地反物　八重むぐら文様　注染　
紡績中の落綿など屑繊維を原料とした「ガラ紡」綿糸で織った生地を使用。

昭和戦中期

浴衣地反物「新美ゆかた」　注染
「純綿」のシールが貼られている。昭和 13年 2月「綿製品ステープルファイバー混用規
則」施行後、既に製造されていた生地を染めたものか。

昭和戦中期

浴衣地反物「美形染御ゆかた地」　捺染
東京府機械染色工業組合の統制証、公定価格販売を示すマル公マーク、「正絹」「銘仙」
の表示。東京でマル公マーク表示が励行された昭和 14年以降のものか。綿製品非常管理
令後、新たに木綿浴衣地を製造することはできなかった。

昭和戦中期

浴衣地反物「挙国一致」　捺染
関西機械捺染工業組合の「染色並ニ規格生地」検査保険証、「純綿製品」ラベル付き。昭
和 13年 2月の「綿製品ステープルファイバー混用規則」施行後販売の商品か。

昭和戦中期

浴衣地反物「実用無敵染ゆかた」　捺染 昭和戦中期
浴衣地反物「クミアイ浴衣」　捺染
日本ステープルファイバー捺染工業組合聯合会の検査証が付されたスフ製浴衣地。文庫
（包み）に敵艦を狙う戦闘機図があらわされている。

昭和戦中期

浴衣地反物「登録週間ゆかた」
「京都府昭和十三年七月三十日許可」のラベル貼付。同年 6月 29日小売を除く綿製品販
売は一旦停止されたが 7月 21日より在庫浴衣地は届け出により販売許可された。

昭和 13年（1938）7月

スフ入り晒反物　（木綿、スフ混用） 昭和 15年頃
7．戦争を振り返る
「あゝ我が戦友」　注染　差し分け
「あゝ我が戦友」の語と日の丸を掲げた戦車、上空には戦闘機もみえる。追悼記念か。通
常より短く一反一二本取りとみられ、戦後早い時期の制作と推定される。

昭和中期

「記念艦　三笠」　注染　一色
日露戦争、日本海海戦で活躍した軍艦三笠は記念艦として保存されている。戦後一時娯
楽施設に転用されたが、昭和 33年に三笠保存会が再興され復元工事が行われた。

昭和中期

「軍艦比叡戦没五十周年五十回忌慰霊祭記念」　注染　差し分け
比叡は第三次ソロモン海戦中、昭和 17年 11月に沈没した。サポ島風景、軍艦図等に海
軍徽章を添える。「平成四年十一月十二日衣笠光心寺」とある慰霊祭の手拭い。

平成 4年（1992）

「戦艦武蔵戦没三十五周年」　注染　細川
昭和 19年 10月、レイテ沖で沈没した武蔵の戦没記念手拭い。

昭和 54年（1979）頃

「軍人勅諭　信太山砲四会」　注染　差し分け
軍人勅諭の忠節、礼儀、武勇、信義、質素を示す五箇条を染める。信太山砲四会制作。

昭和中期か

― 65 ―― 64 ―



（
二
九
）

― 64 ―

Abstract

The Second World War and Tenugui of  
the Toyoda Tenugui Collection
―A Study on Tenugui Production and Design  

under the Material Control System―

OKUBO Naoko

Tenugui is a rectangular cotton cloth with dyed patterns. This particular method of 

dying is called chusen. Tenugui were used mainly as a towel, and they also substituted 

for headscarves. They were used for various purposes in everyday life. It was 

customary for merchants and common people to order tenugui with personalized 

designs which included special messages and original patterns. They were often used as 

greeting gifts. Due to improvements in dyeing systems in the 1920’s and the 1930’s, it 

became possible to produce tenugui with sophisticated designs which were admired as 

artistic pieces. But after the outbreak of the Japanese-Chinese war in 1937, the use of 

cotton for private demand was regulated. In this paper, I investigated the details of this 

regulation of the cotton industry and analyzed tenugui pieces in the TOYODA collection 

which are considered to have been produced under this regulation, in order to clarify 

the influence of the material control system on tenugui design and production. At the 

end of June 1938, the government ordered a shutdown of all fabric production 

containing cotton. However, due to fact that the tenugui made from substitute fibers 

were not practical, the production of tenugui made with a mixture of cotton was 

permitted from autumn 1938 and acknowledged as exceptions with special authorization. 

The supply of tenugui for daily use barely met the needs and it is considered that the 

production of tenugui as artistic pieces, or tenugui with personalized designs became 

reduced necessarily as a result. Under such conditions, in spring 1939, “Kyo no hitotose”, 

an artistic masterpiece series of tenugui which represented monthly traditional events 

in Kyoto was re-produced（first production in 1935）. Some companies continued to order 

customized tenugui made with substitute fabrics as seasonal greeting gifts. We 

therefore can recognize the existence of people who wished to realize their original 

designs as long they were permitted to do so. From May 1940, specially authorized 

products made with cotton including tenugui began to be supplied under the ration 
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system, so it became impossible to choose the designs freely. But tenugui was not a 

mere cloth for wiping hands. It had to be dyed with some sort of design following the 

standards of tenugui as rationed goods. In the collection, there are some tenugui dyed 

with slogans evoking the mobilization of the national spirit with a fixed simple design. 

It is thought that they may have been produced under the ration system. Ironically, the 

culture of handing out tenugui with greeting messages was kept alive as instruments 

for “enlightening” the people on the national policy during the war.


